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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化

財保護思想のj函養と普及などを主な目的として昭和49年に設立さ

れ，以来，数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数

の発掘調査報告書を刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第431集として，新東

京国際空港公団の新東京国際空港建設事業に伴って実施した山武郡

芝山町香山新田安戸台遺跡(空港No.9遺跡)及び成田市取香和田戸

遺跡(空港No.60遺跡)の発掘調査報告書を刊行する運びとなりまし

た。

この調査では，旧石器時代の石器集中地点や，縄文時代早期の土

器包含層が検出されるなど，この地域の歴史を知る上で貴重な成果

が得られております。

刊行に当たり，この報告書が学術資料として，また文化財の保

護・普及のための資料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の

方々を初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御

苦労をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成14年3月25日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長清水新次



凡例

1.本書は，新東京国際空港予定地内の山武郡芝山町香山新田字安戸台128-111也に所在した吾首論面安戸益
とっこうわ だ ど

遺跡(空港No.9遺跡)及び成田市取香宇和田戸に所在した取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)の発掘調査

報告書で，新東京国際空港関連の発掘調査報告書の第X四集にあたるものである。

2.発掘調査から報告書作成に至る業務は，新東京国際空港公団の委託を受け，千葉県教育委員会の指導

のもとに，財団法人千葉県文化財センターが実施した。

3.調査で使用した遺跡のコード番号は香山新田安戸台遺跡が409・026，取香和田戸遺跡が211・006である。

4.発掘調査は，香山新田安戸台遺跡を平成 3年度に，また取香和田戸遺跡を平成12年度に実施し，整理

作業は，両遺跡とも平成13年度に実施した。

5.発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

6.本書は東部調査事務所長折原繁の指導と助言のもとに，空港調査室長鳴田浩司，研究員永塚俊司が編

集した。執筆は，香山新田安戸台遺跡を永塚俊司が，取香和田戸遺跡第 3章第 2節 1を研究員小笠原永

隆が，第3章第2節2を永塚俊司が担当し，その他は鳴田浩司が担当した。

7.周辺地形航空写真は，香山新田安戸台遺跡が京葉測量株式会社による昭和42年・平成13年撮影のもの

を，取香和田戸遺跡は昭和42年同社撮影のものを使用した。

8.本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第1図 新東京国際空港公団発行 112.500 新東京国際空港平面図14・15・17(昭和42年測量)

第2図 新東京国際空港公団発行 112.500 新東京国際空港平面図11・14(昭和42年測量)

第3図 国土地理院発行 1125，000地形図「新東京国際空港J(NI-54-19・10・1)，I成田J(NI-54-19・10・3)

「多古J(NI-54・19・10・2)，I酒々井J(NI-54・19・10-4)

第42図 成田市発行 112，500成田市地形図43(平成3年測量・平成7年3月修正)

9.本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。

10.本書に収録した遺物及び記録類は，当文化財センターで保管している。

11.発掘調査から報告書の刊行に至るまで，下記の諸機関・諸氏から多くの御協力・御指導をいただいた。

それぞれ記して謝意を表する。(順不同)

千葉県教育庁生涯学習部文化課，成田市教育委員会，芝山町教育委員会，新東京国際空港公団の関係者

各位
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第 1章はじめに

第1節調査の概要

財団法人千葉県文化財センターでは，新東京国際空港予定地内及び関連事業地内に所在する遺跡につい

て千葉県教育委員会の指導のもとに，新東京国際空港公団の委託により，昭和51年度から計画的・継続的

に発掘調査・整理作業を実施し，これらの発掘調査成果の一部はすでに報告書として刊行されている 1)。

今回報告する山武郡芝山町香山新田安戸台遺跡(空港Na9遺跡)，成田市取香和田戸遺跡(空港Na60遺跡)

についても，千葉県教育委員会が新東京国際空港公団と遺跡の取り扱いについて慎重に協議した結果，記

録保存の措置がとられることとなった。そこで，当センターは新東京国際空港公団と発掘調査の実施につ

いて調整を行い，新東京国際空港建設事業地内埋蔵文化財調査業務として香山新田安戸台遺跡を平成3年

度に，取香和田戸遺跡を平成12年度に発掘調査することとなった。その後，年度計画に基づき，両遺跡と

も平成13年度に整理作業を実施した。各遺跡・各年度毎の作業内容及び担当職員は下記の通りである。

なお，取香和田戸遺跡(空港Na60遺跡)の一部については，昭和53年度から55年度にわたって発掘調査を

実施し，すでに『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書珊』として平成 6年に報告書が刊行されてい

る2)0

香山新田安戸台遺跡(空港No.9遺跡)

〔発掘〕

期 間平成3年4月1日~平成3年8月30日

調査対象面積 18.000rri，上層確認調査面積 1.524rri，下層確認調査面積 1.440rri 

担 当 者

〔整理〕

期間

作業内容

担当者

下層本調査面積 600ぱ

班 長官重行

班長代理岡田誠造

主任技師上守秀明

技 師新田浩三，渡遺高弘

平成13年4月1日~平成13年10月31日

水洗・注記~報告書刊行

東部調査事務所長折原繁

空港調査室長鳴田浩司

研 究 員永塚俊司

-1-



取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)

〔発掘〕

期間

調査対象面積

平成12年6月15日~平成12年7月17日

4.000m， 上層確認調査面積 320m，下層確認調査面積 320m 

上層本調査面積 520m 

担 当 者 東部調査事務所長折原繁

主席研究員宮重行

研 究 員小笠原永隆

〔整理〕

期 間 平成13年8月1日~平成13年10月31日

内 容 水洗・注記~報告書刊行

担 当 者 東部調査事務所長折原繁

空港調査室長鳴田浩司

研 究 員黒沢崇

第2節遺跡の位置と周辺遺跡

遺跡の位置 空港周辺地域には，利根川へ北流する河川と九十九里方面へ南流する河川の分水界が走り，

全体としては比較的広い平坦な台地の広がりを見ることができ，源流域では特に八つ手状に開析を受けた

台地が密集する。遺跡はそのような開析を受けた舌状台地上に立地するのが一般的で，両遺跡も例外では

ない。

香山新田安戸台遺跡(空港Na9遺跡)は，山武郡芝山町香山新田字安戸台128・1他に所在する。空港事業

地内ではちょうど平行滑走路南東端にあたり，遺跡は九十九里方面へ南流し光町，多古町，横芝町の三町

の境界で栗山川本流へ合流する高谷川の源流域に突出する，標高約41mの舌状台地に立地する。

一方，取香和田戸遺跡(空港Na60遺跡)は，成田市取香宇和田戸地先に所在する。空港建設予定地内で

は，現第2旅客ターミナルピルの北側 1kmに位置する。遺跡は，利根川に向かつて北流する取香川の源流

域に突出する標高約40mの舌状台地上に立地する。

取香和田戸遺跡は昭和53年度から55年度にかけての調査の結果，旧石器時代では，立川ロームE層-m

層にかけて 6枚の文化層と， 46か所に及ぶ石器集中地点が検出され，有樋尖頭器を主体とする質量共に充

実した第2文化層が注目される。縄文時代では類例の少ない撚糸文期の竪穴住居跡が6軒検出され，住居

の中央がやや深く，壁際がやや浅い皿状を呈することや，住居の中央からややはずれて覆土に炭化粒が多

く含まれるピットを伴うくぼみが検出されるなどの住居形態が明らかになった。また，小礁の喋群がまと

まって出土し，炉穴や集石土坑との関連性がとらえられた。さらに，奈良・平安時代では 8世紀前半と 9

世紀前半の製鉄関連遺構を検出し，燃料生産にはじまり精錬・選別から鍛造・鍛冶に至る各工程が明らか

になった。この調査は後の東峰御幸畑西遺跡(空港Na61遺跡)へ一鍬田甚兵衛山北遺跡(空港Nall遺跡)

ペ香山新田中横堀遺跡(空港Na7遺跡) 5)など一連の製鉄関連遺跡発掘調査の先駆けとなった。

周辺の遺跡 香山新田安戸台遺跡周辺には，高谷川本流から西へ延びる支流に挟まれて複雑に開析され

た台地上に遺跡が密集し，香山新田新山遺跡(空港Na10遺跡)ヘ香山新田念仏面遺跡(空港Na8遺跡)， 
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香山新田中横堀遺跡(空港No.7遺跡)，金沢台遺跡が隣接する。旧石器時代は，香山新田新山遺跡ではE層

(ソフトローム層)中の良好な石器群と喋群，第2黒色帯を主体とする炭化物集中などが検出されている。

香山新田中横堀遺跡では有樋尖頭器を伴う石器群と， VI~四層中の有樋石刃を伴う石器群が注目される。

また平成12年度から13年度にわたり，建設センター・保全事務所建設に伴う金沢台遺跡の調査が実施され，

旧石器時代立川ローム医層~III層にかけて数枚の文化層を検出している。今回報告する香山新田安戸台遺

跡では縄文時代の遺構・遺物ともに分布密度が低いが，香山新田新山遺跡や香山新田中横堀遺跡では多く

の陥穴・炉穴等の遺構，早期を中心とした土器包含層が検出されている。金沢台遺跡の状況を見ても同時

期の遺物分布はそれほど濃密な状況を示さないことから，各支流の最上流域にこの時期の人類活動の痕跡

が集中することが現状で把握される。

一方，取香和田戸遺跡に隣接する遺跡には，北側同一台地上に東峰西笠峰遺跡(空港No.63遺跡) 7)があ

り，また本遺跡と谷を隔てた東側に東峰御幸畑西遺跡(空港No.61遺跡)が，その南側に東峰御幸畑東遺跡

(空港No.62遺跡)，さらに南側に古込遺跡(空港No.l4・55・56遺跡) 8)がちょうど取香和田戸遺跡を中心と

した同心円上に展開する。

東峰西笠峰遺跡の旧石器時代では立川ローム医層~nc 層にかけて 4 か所の石器集中地点を，縄文時代

では陥穴 5基をはじめとして，田戸下層式を主体とする早期土器を中心に早期から晩期までの土器包含層

を検出した。東峰御幸畑西遺跡の旧石器時代では立川ローム X層~III 層にかけて 3 枚の文化層を確認した。

環状石器集中群が2地点検出され，北方系細石刃石器群が出土した。縄文時代では撚糸文期の竪穴住居跡

3軒，沈線文期の竪穴状遺構2軒， 14基の炉穴， 16基の陥穴の他，約35.000rrlにわたる縄文時代遺物包含層

を確認した。土器では撚糸文系，沈線文系土器が主体をなしている。弥生時代では後期中葉から後葉にか

けての竪穴住居跡が18軒検出されており，弥生時代の遺物・遺構が検出される例が稀な地域にあって，極

めて貴重な発見例となっている。奈良・平安時代では台地斜面部から精錬炉や炭窯，砂鉄・粘土採掘坑な

どが検出され，原料の調達から加工，精錬・選別に至るまでの工程を復元することが可能となった。現在

整理作業が進められている東峰御幸畑東遺跡は14か所の石器集中地点を検出し，複数の文化層を確認した。

立川ローム医層中から検出された黒曜石を主体とした石器群と， III層中から検出した安山岩・珪質頁岩を

主体とした形態的にバレエティーに富んだ尖頭器を保有する石器群が見られる。古込遺跡ではX層(現在

の医層段階)から局部磨製石斧・ナイフ形石器・模形石器をはじめとした小規模な石器集中地点が 1か所

検出されている。縄文時代では条痕文系土器を主体とする遺物包含層が確認されている。

また空港用地内には他に数多くの遺跡が所在し，すでに刊行された空港予定地内の報告書もあり，各遺

跡と報告書を対照できるよう第 1表にまとめた。

注1西野元他 1971 r三里塚新東京国際空港用地内の考古学的調査.1(財)千葉県北総公社
宮重行・池田大助・野口行雄他 1981 r木の根』
〔以下すべて編集・発行はJ(財)千葉県文化財センター・新東京国際空港公団

野口行雄他 1983 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書mNu14遺跡』
西川博孝他 1984 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N-Nu 7遺跡 』
川島利道・雨宮龍太郎 1985 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V Nu2遺跡 地10遺跡』
金丸 誠・矢本節朗 1990 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書VI一成田市木戸下遺跡・富里町七栄古
込遺跡-.1
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第1表空港用地内及び空港関連の遺跡一覧

所在地
遺跡名称

市町村 大字 小字 番地
報 止と

口 書

1 香山新目安戸台遺跡(空港Nu9遺跡) 山武郡芝山町 香山新目安戸台 128 -I他

2 取香和田戸遺跡(空港Nu60遺跡) 成田市 取香 和田戸 711他 1994 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書咽で一部報告済み。

3 十余三稲荷峰西遺跡(空港Nu68遺跡) 成田市 十余三 稲荷峰 151 -75他 2∞0 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書xn
4 十余三稲荷峰東遺跡(空港Nu66遺跡) 成田市 十余三 稲荷峰 151 -29他 2∞I 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XVI
5 十余三稲荷峰遺跡(空港Nu67遺跡) 成田市 十余三 稲荷峰 151 -262他 (整理中)

6 天神峰奥之台遺跡(空港Nu65遺跡) 成田市 天神峰 奥之台 17他 1997 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X

7 天神峰最上遺跡(空港Nu64遺跡) 成田市 天神峰 最上 14 -I他 2001 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書xv
8 東峰西笠峰遺跡{空港Nu63遺跡) 成田市 東峰 西笠峰 25 -2 1997 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XI 

9 一鍬田甚兵衛山遺跡 香取郡多古町 一鍬田 甚兵衛山 454 -1他 1997 多古町一鍬回甚兵衛山遺跡ー刈り草置場埋蔵文化財

調査報告書

川一鍬田甚兵衛山北遺跡(空港Null遺跡)I香取郡多古町 一鍬田 甚兵衛山 472 -2他 I I腕新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書医
111ー鍬田甚兵衛山南遺跡(空港Nu12遺跡) 香取郡多古町 一鍬回 甚兵衛山 454 -22他 1986 r研究紀要IOJ一部掲載。

(整理中)

12 一鍬田甚兵衛山西遺跡(空港Nul6遺跡) 香取郡多古町 一鍬田 甚兵衛山 454 -14他 2∞l 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XN
13 東峰御幸畑西遺跡(空港Nu61遺跡) 成田市 東峰 御幸畑 89 -I他 2∞0 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X皿
14 東峰御幸畑東遺跡(空港Nu62遺跡) 成田市 東峰 御幸畑 89他 (整理中)

15 古込遺跡(空港Nu14・55・56遺跡) 成田市 古込 古込 Nu14に含める。 1971 「三里塚J

1983 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書皿

;6T~w副長L五(LE41;品:)--r~~主主ZJ-耳石

(一部整理中)

香山新田念仏面

18 香山新田中横堀遺跡(空港Nu7遺跡) 山武郡芝山町 菱田 上金沢 1565 1984 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N

ゆ93 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書w

19|叫硝航空港Nu22蜘 古込 込前

20 古込朝日台遺跡(空港Nu13遺跡) 成田市 古込 朝日台 「三里塚」報告

21 I木の根拓美遺跡(空港Nu6遺跡) 成田市 木の根 拓美 192他 1981 「木の根」

1993 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書咽

2剖刷出叫 4ドの根底台遺跡空港馳5遺跡} 成田市 木の根 東台 217他 「木の根」報告

駒井野新堀遺跡(空港Nu21遺跡) 成田市 駒井野 新堀

駒井野新田遺跡(空港Nu20遺跡} 成田市 駒井野新田

天浪浪丘遺跡(空港Nul9遺跡) 成田市 天浪 浪E |「三里塚」報告
『ーーーーーーーーー一一一一ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー』ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー『ーーーーーーー
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成田市

成田市

駒井野 横谷津

天浪 大里 「三里塚」報告

(平成12年度-13年度調査実施)

1985 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V

1997 r土木保守管理センター等埋蔵文化財調査報告書」

山武郡芝山町 香山新田金沢台 80他

山武郡芝山町 岩山 中袋 2016他

30 I東三里塚吉野台遺跡(空港胤3・51・52遺跡) I成田市 東三里塚吉野台 Nu3に含める。「三里塚」報告

31 I j有三里塚宮園遺跡(空港Nu4遺跡) 成田市 南三里塚宮園 6他 1993 新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書四
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新田浩三他 1993 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書羽 南三里塚宮園遺跡 木の根拓美遺跡 香山
新田中横堀遺跡』

宮重行・新田浩三他 1994 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書咽 取香和田戸遺跡(空港Nn60遺跡)j
新田浩三他 1995 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書E 一一鍬田甚兵衛山北遺跡(空港Nnll遺
跡)一』

横山仁・矢本節朗 1997 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X 一天神峰奥之台遺跡(空港地65遺
跡)ー』

平野雅一・永塚俊司 1999 r新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書X1一束峰西笠峰遺跡(空港Nn63遺跡)ー』
宮 重行・麻生正信・永塚俊司 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書xn一十余三稲荷峰西遺跡
(空港Nn68遺跡) -j 

宮 重行・麻生正信・永塚俊司 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書xm一東峰御幸畑西遺跡(空港
Nn61遺跡)-J 
永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書XN一一鍬田甚兵衛山西遺跡(空港Nn16遺跡) -j 
永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書xv一天神峰最上遺跡(空港Nn64遺跡)一』
永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財調査報告書XVI一十余三稲荷峰東遺跡(空港Nn66遺跡)一』
2注1宮・新田他文献1994

3注1宮・麻生・永塚文献2000

4注1新田他文献1995

5注1新田他文献1993

6注1川島・雨宮文献1985

7注1平野・永塚文献1999

8注1西野他文献1971・野口他文献1983
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香山新田安戸台遺跡

第2章香山新田安戸台遺跡(空港No.9遺跡)

第1節調査の概要

1 調査の方法と成果

発掘調査を始めるにあたり，調査対象区域に公共座標にあわせて， 50mX50mの大グリッドを設定した。

その大グリッド内をさらに5mx5mに分割し， 100個の小グリッドを設定した。大グリッドの基点は昭和54

年度に発掘調査を実施した香山新田新山遺跡(空港Na10遺跡)のものを踏襲し 1)，O Aの北西隅をx=-

25.0∞. Y=51，500とし，北から南へ0，1， 2， ・・・・，西から東へA，B， C， ・・・・と記号をつけた。小グ
リッドは北から南へ00，10，・・・・90，西から東へ00，01，・・・・09と番号を振り，大グリッドと組み合わせ

て呼称することとした。今回調査地点は131・13J，14H-14J， 15G-15J， 16H・161， 171大グリ

ッドにあたる(第4・5図)。

調査対象面積18.000rriに対して， 2mx2mの確認グリッドを調査区全域に配し1，440rriの確認調査を行った。

その結果，上層遺構は 3か所の確認グリッドから縄文時代陥穴 1基・土坑 1基，近世土坑 1基を検出し，

そのまま調査区を拡張し遺構の調査にあたった。最終的には上層の確認調査範囲は1.524rriとなり，他に遺

構の広がりが予想されず，遺物包含層が検出されたなかったことから本調査は不要と判断された。下層確

認の深度は武蔵野ローム上面で，立川ロームに包含される石器群・遺構の有無について調査を行った。そ

の結果，立川ローム医層-m層にかけて10か所の確認グリッドから石器・炭化材が検出され， 600rriの本調
査が実施された。本報告では，石器集中の広がりが見られた 7か所について石器集中 1-7と呼称し，本

調査によって広がりが見られなかった地点については石器集中地点外1・2と呼称した。また，石器群を

伴わない炭化物集中地点1か所が医層中から検出された。なお，下層本調査範囲からは新たに縄文時代陥

穴が1基検出され，上層遺構に追加された。

2 基本層序

15162グリッド西壁土層断面を第6図に示した。平成 2年にセンター内で共通理解を得た標準土層 2)を踏

襲したものであり，特に解説はいらないが，本遺跡ではE層をソフトローム中で独立させ町層-v層をソ
フトローム部分とハードローム部分に分離した点に特徴がある。ソフトロームとハードロームの境界は波

線によって示し，第1黒色帯に相当するV層部分はスクリーントーンを任意に貼っている。

111層 ソフトローム層。立川ローム最上層。

IV-V層ソフト ソフトロームとハードロームの境界付近の上半部で

N層部分に大略相当する。

IV-V層ハード ソフトロームとハードロームの境界付近の下半部で

V層部分に大略相当する。

VI層 AT包含層。

VlI層第2黒色帯上半部。

IX層第2黒色帯下半部。

X層立川ローム層最下層。

XI層武蔵野ローム最上層。

- 9 -

41.0m E層
N~V層ソフト

N~V層J\ード

羽層

vn層

医層

X層

XI層

第6図基本層序 (15162西壁)
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香山新田安戸台遺跡

第2節旧石器時代

1 概要

本遺跡では，下層確認調査の結果に基づき石器出土グリッドの周囲を拡張し，石器集中地点の様相を明

らかにした。その結果，大きく二つの文化層と炭化物集中地点1か所を把握するに至った。

ここではまず，本報告の体裁について述べる。

分布図 縮尺は1/100を基本とし，器種別・石材別の2種類を作成した。器種別の分布図には土層断面図に

遺物の垂直分布をドッティングした図面を作成した。土層断面図の作成位置については平面図に i-Jで

示した。また，遺物の出土レベルを5cm刻みで、区切ったヒストグラムをそれぞれに付けたが，その横には土

層断面図を用いて作成した各層の分布範囲を示している。これは，土層断面図で同一層序の最高地点と最

低地点を結んでその範囲を示したものであるため，前後の層はそれぞれ重なった状況となっている。そし

て各層が2本示しであるものについては，土層断面図が東西・南北で記録されている場合に限って，両者

を示したものである。

実測図 出土石器実測図の縮尺は2/3と4/5のものを適宜使い分けている。各挿図にスケールを示した。トウ

ール類と接合資料はすべて実測図を掲載した。挿図の遺物Nuと分布図・写真図版の遺物Nuは一致する。

観察表各項目の内容を以下に記す。

-挿図No 実測図を掲載した遺物の通し番号。平面分布図に付した番号，写真図版の番号と一致する。実測図を掲載しなか

ったものについてはグリッド，遺物No.順に続けて並べたO

・器種砕片については，最大長・最大幅の両者がlOmm以下のものとした0

・最大長・最大幅・最大厚・打角 計測方法については下図に示した。

・打面形状 Cは自然面， Pは点状打面， Lは線状打面 1は平坦打面， 2以上は複剥離打面を示し，括弧内はそのうちネガテ

イブバルブの残る剥離面の数を示している。空欄は欠損等による打面なし，計測不可を示す0

・打面調整・頭部調整 観察されるものについて rOJで示した。

・背面構成 主要剥離面の剥離方向を基準とし，背面を構成する剥離面の加撃方向と剥離面の数を記した。ただし，変形度の

高いもの(模形石器等)は記さなかった。砕片はわかる範囲で記した。 H=頭部側， T=尾部側， R=背面を正面にして右側，

L=左側， D=背面側， v=腹面側からの加撃方向を示す。自然面 (C)，節理面 (S)を有する資料については rOJで示

した。

-折酒部位 主要剥離面の剥離方向を基準とした折れ面の部位。 H=頭部側， T=尾部側， R=背面を正面にして右側， L=左

側を示す。

-末 端 F=フェザーエンド， H=ヒンジフラクチャー， 0=ウートラパッセを示す。

-石 材 石材名とその母岩番号を記した。母岩の大別をアルファベットで，細別を数字で記した。細別は基本的に複数の石

器が帰属する母岩のみを分類したものである O したがたって，単独個体のものや細別困難なものについては石材名のみ，もし

くは大別のみを行っている。石材の大別については本文中に記載した0

・層位調査時の層名を記した。

. x座標・ Y座標 測量原点からの位置関係を示す公共座標を示す。

a=最大長、b=最大幅、c=最大厚
d=打角、巴=加撃方向

巴

トc寸

言十測位置

ヮ“



香山新田安戸台遺跡

2 炭化物集中地点(第7図，図版2) 

下層確認時に， 14183グリッド北西端から大型炭化材が検出された。確認調査段階ではこの大型炭化材の

みを残して，立川ロームを完掘したため周辺の炭化粒の分布については記録が残っていないが(図面上で

不自然に空白となっている部分)，グリッド内に広がっていたことはまず間違いない。

きて，確認調査を受けた本調査は14183グリッドの周辺6m四方について行われ，炭化物の出土位置が記

録された。その結果，平面分布は径4mの範囲に広がり，特に中心部分の径2mの範囲は密集域を形成し

ていることがわかる。大型炭化材もこの密集域の中心に位置していたものと推測される。出土層位は困層

下部~医層上部を中心に分布し，そのピークは四層 'IX層の境界付近にある。上下差で約40cmの範囲に分

布する。

掘り込み等の痕跡はなく，周辺からは石器(人工物)も検出きれなかった。また，空港予定地内では同

段階のよく似た炭化物集中地点が比較的多く検出されていることなどを理由に，本地域を含めた周辺地域

医層上部段階に大規模な「野火Jの存在を指摘することもできょうが，あくまで仮説の域を出ない。

14172 

14182 

④ 

14172114173 

:ミ盗;畿に:

.1・..実・苓V2.r

14182114183 

。 (1/100) 

『_...IIIP.
~司‘司腎昭明守でてp・t・・円・

第7図 炭化物集中地点
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香山新国安戸台遺跡

3 石器集中地点

( 1 )第 1文化層

出土層位が医層(第 2黒色帯下部)に相当する石器集中地点で，石器集中 1-3が属する。各石器集中

地点は151区の南西側に隣接して位置し，安山岩を主体とした石材構成・器種組成は同一時期の様相を示し

ている。先の炭化物集中地点よりも出土層位は下位にあり時期的には隔たっている。

a 石器集中 1 (第8・9図，第 2・9表，図版3・7) 

出土状況 15182・83・92グリッドに位置する。舌状台地の付け根中央付近にあたる。長軸 8m・短軸 5m

の範囲に疎らに広がり，径約 5mにほとんどの遺物が収まる。出土層位は医層上部~下部にあり，分布深

度の平均値は標高39.997mとなりそのピークは医層中部と判定される。

極少数の母岩を用いた小規模な剥片剥離が見られ，石核を中心として剥片・砕片類が周辺に散在する状

況を呈している。

出土遺物 遺物総点数は31点で，剥片20・砕片 6・石核2・磯 1・磯片 2点がある。喋・喋片以外は所謂

「ガラス質黒色安山岩・黒色綾密質安山岩J(以下安山岩Aと呼称する)で占められ，その特徴も酷似した

ものであるから同一母岩である可能性が高いが剥離面の風化が激しく断定はできない。石核(7 + 8) 以

外は剥片・砕片のみで， 2次加工の施されたものは検出されていない。安山岩A28点中，中・大型剥片は

4， 5点しかなく，他はすべて小型剥片あるいは砕片である。中・大型剥片の背面にはほぼ例外なく磯面

が残されているため，母岩消費の初期の剥離工程が本地点で行われた蓋然性が高い。喋面の状況から見て

比較的大きな原石が用いられていたことが推定される。

7+8は分厚い剥片を素材とした石核で，素材剥片の上半部(打面側)を中心に表裏に剥離痕が見られる

が，主に主要剥離面側から小型剥片を剥離している(接合資料1)。他に剥離された小型剥片は遺跡外へ搬

出されている。台形様石器の素材剥片として用いられた可能性が高い。

喋・破損喋は3点出土しているが，所謂「いも石」風で積極的に組成に含めづらいものである。

b 石器集中 2 (第10・11図，第3・9表，図版3・7) 

出土状況 15162・72グリッドに位置し，石器集中地点 1から北へ数m離れたところ隣接している。平面分

布は長軸 7m・短軸 1mの範囲に収まり，散漫な帯状分布となっている。調査時の出土層位の所見はE層

下部であるが，土層断面図に投影した垂直分布図を見ると医層中部にピークが見られる。分布深度の平均

値は標高40.l85mで，上下差が比較的小さいことが判明する。

出土遺物 遺物総点数は 7点で，削器 1・調整痕のある剥片 1・原石 1・剥片 3・喋片 1点がある。石器

集中 1と同様に安山岩Aが主体(5点)で，安山岩B (所調「トロトロ石」を指す)が1点出土している。

安山岩Aは，すべて同一母岩の可能性があるが剥離面の風化が著しく断定はできない。石器集中 1のもの

とは若干異なる。喋片は 1点(ホルンフェルス)あるが，これも石器集中 1と同様に「いも石j風であるO

1は，剥片末端がウートラパッセとなる剥片の右側縁に主要剥離面側から急角度調整を施した削器であ

る。刃部中央に発掘時のガジリ痕が見られる。 2はす詰まりの剥片の打面(主要剥離面側)に調整を施し

たものである。右側縁は折断されている。原石(6 )は65mmx 49mm x 28mmの比較的小振りな大きさで，

原石状態で遺跡へ搬入されたものである。剥片も図示したもの (3- 5)がすべてで，砕片・小型剥片類

は検出されていない。
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香山新田安戸台遺跡

c 石器集中 3 (第12・13図，第4・9・10表，図版3・7)

出土状況 15141・52グリッドに位置し，石器集中 2から北へ数mのところに隣接することから，石器集中

1-3は南北方向に並んで分布していることが理解される。平面分布は長軸 6m・短軸 3mの範囲に収ま

り，散漫な出土状況を呈している。出土層位は医層上部~下部で，土層断面図に投影した垂直分布図では

一部X層に食い込んでいるように見えるが，これはX層の不自然な盛り上がりによるものである。分布深

度の平均値は標高40.l30mで，石器集中 1・2と同様に分布のピークは医層中部として問題ないであろう。

出土遺物 総遺物点数は 5点で，使用痕のある剥片 1・石核 1・剥片2・喋1点がある。石材は安山岩A

( 3点)主体で珪質頁岩(1点)を伴う。チャート蝶は石器集中 1・2と同様に「いも石j風である。

3は盤状の石核で，おそらく分厚い剥片素材と思われるが，素材剥片時の主要剥離面等は残っていない。

剥片剥離は表裏交互に打撃が繰り返され，打面と作業面の角度は急角度となり稜を形成している。石器集

中1の石核と酷似した資料といえる。

で更亡ラヲ 可を三三込

ζご込 く二〉
2 

ζブ 3 (2/3) 5cm 

第12図石器集中3 出土石器
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(2 )第2文化層

出土層位がW層-v層に相当する石器群で，石器集中 4-7が属する。本遺跡ではW層-v層をソフト

ロームとハードロームの上下2枚に分けて認識している。これまでの空港予定地内遺跡群におけるE層=

ソフトロームという認識を脱する見解であるが，従来の名称でいえば，第2文化層の中心はE層下部(ソ

フトローム下部)ということになろう。ただし石器集中地点の様相は各地点で異なり，若干の時期差を想

定する必要があろう。石器集中地点の分布は第1文化層と異なり，調査区内に点在し，まとまりをみない。

a 石器集中4 (第14図-23図，第5・10-16表，図版4・8-10) 

出土状況 15161グリッドを中心とした石器集中で，平面分布は長軸 6m・短軸4mの範囲に広がり，径4m

に大半の遺物が密集する。密集域は北西側の珪質頁岩と南東側の安山岩によって形成され，両者が相接す

るような分布状況を見ることができる。各石材は少数母岩によって構成され，原石搬入から素材剥片の生

産，二次加工による仕上げまで石器製作のすべての工程が認められる。本地点に残された資料によって原

石段階まで復元された接合資料が存在する(接合資料1・2)。出土層位は調査所見で町層-v層とされ，
土層断面図に投影された遺物分布も同様の傾向である。分布深度の平均値は標高40.804mで，所謂ソフトロ

ームとハードロームの境界付近に分布のピークがくる。

出土遺物 総遺物点数は249点で，ナイフ形石器8・使用痕のある剥片 9・調整痕のある剥片 4・剥片

120・砕片101・石核2点がある。大半が珪質頁岩A (169点)で，安山岩A (73点)が客体的にあり，メノ

ウ・チャート等が伴う。

安山岩A製の石器・接合資料を第15図-17図に掲載した。 1-3は小型剥片の打面を取り除いて両側縁に

急角度調整を施したナイフ形石器である。いずれも先端部が若干欠損している。接合資料 lは剥片12点，

石核1点が接合したものである。剥離順序は，接合した剥片のみで， 11→12→13+14→19→15→16→17+ 

18→20→21→22となっている。 11・12を剥離することで打面形成・再生を行った後に13+14を剥離し，その

剥片を縦位に折断・調整 (14)を施している。ただし，この剥片は打面部分が残っていないためどの段階

の打面を加撃したものであるのか特定はできない。その後， 15→16と打面を再生し再び幅広剥片を剥離し

ている。このとき打面を90度(接合資料はない)もしれま180度 (17+ 18)移動している。最終的にまた，

15・16によって形成された打面に戻り， 20-22を剥離して，剥片剥離を終了している。つまりこの接合資

料の中心は剥離工程の後半段階の打面形成剥片と，石核を含む資料を中心としたものであることが理解さ

れる。

珪質頁岩A製の石器・接合資料を第18図-23図に掲載した。 24は小型剥片素材のナイフ形石器で，右側

縁と左側縁基部側にやや不揃いな鋸歯状の急角度調整がみられる。 25は両側縁に安定した急角度調整を施

した資料で，先端部が欠損したナイフ形石器である。平面形態は欠損によりはっきりしないが，尖頭部を

形成せず刃部は斜めを呈していたと考えられる。

接合資料2は珪質頁岩A1が49点接合したもので，同一母岩の石器はほかに156点があるが，そのほとん

どが砕片類で占められる。ほぽ原石状態で搬入されているが，一端に大きな剥離面が存在する。石材採取

地で石器石材に適当かどうか試しに割った剥離面の可能性も想定される。本地点では素材剥片生産と二次

加工が初期工程から最終的な工程まで(なかには遺跡外へ持ち出している資料も存在するが)，ほぼすべて

が揃っている。接合した資料における剥離順序を追うと遺物掲載順となる (30→・・・・→76)。剥片剥離

後，調整が施されナイフ形石器を意図したものが5点存在するが，それらに接合する調整剥片の遺物Naは

- 21ー
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調整の剥離順序を厳密には示していない。

30・31は比較的厚めの剥片の縁辺を剥離したものであり，ナイフ形石器の調整剥片と理解される。打面

は剥片の主要剥離面である。同様の調整剥片は42+43 ・ 52 ・ 55~58 ・ 64+65にある。

初期工程は喋面の除去と安定した打面の確保を目的とした剥離が続く (32~41) 。ある程度喋面の除去が

すみ打面が形成された後，剥離されれた剥片 (42~45) は，末端が主要剥離面側から除去され (42+43) ，

さらに縦位に折断されている (44)。その後，折断面に沿って急角度調整を施し，ナイフ形石器の片側縁を

整形するが，その途中で先端が折れてしまい廃棄された (45+46)。

石核の方は，再び蝶面除去が進み (48~59)，背面に喋面を大きく残す資料のうち適当なものを選択し，

二次加工が施されている。 51+52には素材剥片の打面側を尖らすようなノッチ状の調整がみられるが，予

定していた先端部が大きく剥取されてしまったため (52)，廃棄された。 51は調整痕のある剥片としたがナ

イフ形石器を意図したものだろう。 55~59は素材剥片の主要剥離面側から急角度調整をしている途中 (55

~58) に先端側を欠損してしまったため廃棄された (59) 。これもナイフ形石器を意図したものと考えられる。

60以降はすべて同一打面を加撃して剥離された剥片及び接合資料で， 61~65 ・ 70などいくつか縦長のも

qa 
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のが得られている。 61~65はまず素材剥片の打面部を切断し，ナイフ形石器を意図して片側縁に急角度調

整を施している途中に (64+65)，先端部分が欠損してしまったため廃棄された (62)。

母岩分類 安山岩Aは73点中13点が接合している。ほぽ同一母岩で占められると思われるが，剥離面は著

しく風化しているため厳密には断定はできない。よって細分は行わず大別分類のみである。搬入された石

核から幅広の剥片が生産され，二次加工を施しナイフ形石器まで仕上げられている。いくつかは遺跡外へ

搬出されている。珪質頁岩Aは169点が出土したが，色調の違いにより 156点を珪質頁岩A1， 13点を珪質

頁岩A2とした。珪質頁岩A1はそのうち49点に接合関係が認められ，比較的大きな剥片類はほぼすべて

接合した状況で，接合しなかったものは砕片類が大半である。原石に近い形状で搬入され，素材剥片生産

から二次加工を経てナイフ形石器へと仕上げている。先端部が欠損したり，調整が思うようにできなかっ

た場合，本遺跡にそのまま廃棄されたようである。ちなみに，珪質頁岩Aは所調チョコレート色を呈した

頁岩であるが，東北産特有の光沢は認められないことに注意が必要である。数量的な問題やこのようなー

母岩の消費状況を見ると，両母岩は色調が若干異なるものの，同一母岩に統一される可能性も指摘される。

さて，石器集中 5でも珪質頁岩Aが出土しているが石器集中4のものとは色調に明らかな違いがみられ，

両石器集中には同一母岩は存在しない。

b 石器集中 5 (第24図~27図，第 6 ・ 16~18表，図版 4 ・ 10)

出土状況 15I09グリッドに位置し，平面分布は長軸4m・短軸3mの範囲に広がる。分布状況は石器集中

4とよく似ており，径2mの小範囲に大半の遺物が密集する。出土層位は皿層からV層で，主体は町層~

V層である。分布深度の平均値は標高40.899mで，石器集中4と同様にそのピークはソフトロームとハード

ロームの境界付近にくる。

出土遺物 総遺物点数は84点で，ナイフ形石器3・彫刻万形石器1・削器2・掻器1・使用痕のある剥片

7・剥片44・砕片22・石核1点がある。すべて珪質頁岩A製で，喋・喋片にチャート・砂岩が伴う。

1は二側縁に急角度調整を施して断面三角形状に仕上げたナイフ形石器である。未調整部分は自然面を残

し斜刃となっている。 2 • 3・6は剥片の縁辺にプランテイング状の急角度調整を施した資料で，掻器・

削器とした。 2・3は欠損しているものの，連続した剥離がみられ安定した刃部を形成している。 4はナ

イフ形石器先端部である。片側縁に急角度調整が湾曲して施されている。 5は寸詰まりの剥片を斜位に折

断し折断面を打面として彫万面を作り出している。実測図左側面には急角度調整が施されている。 7 • 8 

は使用痕のある剥片である。

珪質頁岩Aはすべて同一母岩の可能性があるが，色調の違いによって焦げ茶色を呈した珪質頁岩A1と

薄茶色を呈した珪質頁岩A2に分離した。珪質頁岩A1が主体で81点中70点が抽出された。

珪質頁岩A1は本地点で積極的な剥片剥離が見られるが，石器の素材剥片生産というよりは素材剥片を

持ち込んで本地点で調整を施して遺跡外へ製品を持ち出しているように思われる。よって石器集中 4のよ

うに接合によって大きく復元される資料は皆無である。

2~ 7 点の接合資料が 7 個体ある(接合資料 1~5 ・ 7 ・ 8 )。接合資料 1 の剥離順序は13→15→ 9~

12+ 14で， 13には急角度調整が施され，ナイフ形石器となっているが左側面は大きく欠損している。 9~

12+ 14は厚みのある幅広剥片の縁辺の調整剥片である。調整された製品は遺跡外へ持ち出されている。接

合資料2は同一打面からの連続した剥片剥離により剥離された剥片が3点接合したものである。打面は凸

面状に湾曲し，ポジ面である可能性が高く，分厚い剥片の主要剥離面を打面としたものであろうか。接合

- 32-



香山新国安戸台遺跡

雷雲認識{i

tlllj 
オ15両日

男リ種

+ 
器

-+'5108 
17 

④ 
a
u
-
-
n
O
 

1
 

. 
26@)0 

*ナイフ形石器

ロ彫刻万形石器

。掻器

。削器

・使用痕のある剥片

.剥片

・砕片

@石核

企際

企傑片

寸15H10

5m 

4 __1 0 

・布~2畑l・.32 < 
。。下訴E匝こ叫
-i1宿理・・ _13
8引・"'¥.-2・り
乃dJ125・L.
2Ez.-2B 

(11100) 

寸15119~5118 

。

一 ?竺事二両瓦ご工で二皿困皿』生10m
~ ，..........、 a手品三呈ワ~.r-'v~哩盛三ZヨE室二三:a豆豆;:;.;w-v

選選三三土三二出主主唱
，..___ _.. x 

ー -_，九一、 XI
40.0m 

よ乙ニ~ニ￥ニ~ニ

ー

-IT5HOO 

接合関係

接3

日IJ材石

接1

十15HOO。

。。鴻:
も。

。。

。
。o
 

n
B
 。
。

も

セ5109

。

接5

。珪質頁岩A

..チャー卜

・砂岩→15H10 

接4

大5119→75H10 

盟

J
H
U
H
h
H

X
T
b
H
H吐

政

T
汁
H
H
H
l

f

四
T
H
H
H
H
r
lム

イ

m
T
h什
ド
i

N
T
h
H
H
H
Y
 

E
T
1
1
1
1
1
1
1
1
1
i
 

f
l

，，a
'
E
B
'
J
1
2
ム

[
1
1
1
1
 

41.0m 

。。

→15119 

40.0m 

出土状況

20点10 

石器集中 5

- 33-

第24図



香山新田安戸台遺跡

吉

会

ハ

忠

同

島

ゐ

竜

一

V
0

9
2

、わvψ
。

お
う
「
¥
一
司
、

F

p

b

σ

旬、

~
U

Y

ハ
円
三
口
/
匂
R
、wu
w

ム

e

c
三玄室う

ミ孟ミミ豆留
12 

9-12 

~ 

匂川
。8
0
A
U市
A
U
Q
 第25図石器集中5 出土石器(1 ) 

- 34ー



香山新目安戸台遺跡

/"If s ..ノ℃又;ヲ

ー画 ~~ -~-~ 

②
 

φ
G
b
 u引

。
開

W
C3加

わ

A
M
U
AF紗

h
判
wu
お
さ
t:;!!F 濁 ?23qb

o (4/5) 5cm 

第26図石器集中5 出土石器(2 ) 

- 35ー



香山新国安戸台遺跡

て炉 、〆l

ρ ;5ρ 26 

芭さう お

φO~ 
〈ご〉

27 

竜三予

~~~勺~-~~匂 a-~& 
壬とミ 雪村7 ι==ミ 30 31 

ぞとラP 電ζy〉 ~ 

一震~-~伊 ー箆~~~ Lj-~ tt 
/ぷ竺愈》 4今ぬ .c:=::=ー

接合資料8 32 33 
32・33 L-¥ヲ

L-¥子、 。 (4/5) 5cm 

第27図石器集中 5 出土石器(3 ) 

- 36-



香山新田安戸台遺跡

資料3は背面に自然面がみられる剥片3点の接合資料で，その大きさや連続性からトウール製作のための調

整剥片であると考えられる。接合資料4は自然面を打面とした剥片剥離から90度打面転位して剥離しはじ

めた資料である。 23・24は剥離時の同時割れのようである。接合資料5は分厚い剥片を用いた剥片剥離に

よって剥がされた剥片から，さらに剥離された調整剥片 (27)と石核 (26)の接合資料である。接合資料7・

8は連続して剥離された小型剥片岡士の接合資料である。これもまたトウール製作の調整剥片と考えられる。

母岩分類喋・喋片を除く剥片石器にはすべて珪質頁岩Aが用いられており，色調の違いにより70点を珪

質頁岩A1. 10点を珪質頁岩A2と細分した。接合状況・剥片の形状・打面の状況等から，本遺跡では，

分厚い剥片を素材とした石核を用いた剥片剥離や剥片の二次加工が行われていたようで，それらに用いら

れた素材剥片の生産は余所で、行った蓋然性が高いことが判明した。製品は少なく，多くが遺跡外へ搬出さ

れたものと考えられる。

c 石器集中6(第28図-31図，第7・18表，図版5・11)

出土状況 13J75・84・85グリッドに位置し，平面分布は長軸7m・短軸3mの範囲に広がる。分布状況は

大きく 2か所の集中域を形成し，チャートを主体とした北集中域と安山岩を主体とした南集中域に分かれ

る。出土層位は町層-y層で，石器集中 4・5と比較して遺物量が少ないためその状況がよく把握できる

が，どちらかというと町層-y層の上部(ソフトローム最下部)に集中するようである。それは垂直分布

のヒストグラムにおいてもその傾向を端的に見ることができる。分布深度の平均は標高41.453mで、ある。

出土遺物 総遺物点数は32点で，削器1・調整痕のある剥片2・剥片17・砕片4・石核5・磯2・醸片1

点がある。チャート (23点)を主体とし，安山岩A(5点) ・黒曜石(1点) ・凝灰岩 (2点)を伴う。

1は小型剥片を用いて鋸歯状に調整が施されたもので，調整痕のある剥片とした。安山岩製の石器はこれ

以外に小型剥片と接合資料4(20・21)があるのみである。接合資料4は剥片と石核の接合であるが，石

核 (21)はさらに剥離が進行し小型化している。安山岩の遺跡内での剥片剥離は極めて小規模なものであ

る。

接合資料1は角柱状の喋を用いて長軸方向に作業面を設けた資料で. 5・6は打面形成(再生)のため

に剥離されたものである。 4・7は長軸方向に剥離されたもので. 4は打面側に急角度調整を施しており

削器としたが，左側縁の樋状剥離を彫万面と見て彫刻万形石器とすることもできょう。

接合資料2の剥離順序は11→12→14-16+9+10→13である。 14+15 + 16の主要剥離面は節理面状の面で

比較的分厚い剥片となっているが，これを利用してさらに小型剥片が剥離されている。これらは安山岩を

用いた接合資料4の例を参考として石核としたが，内部の節理面に邪魔されて思うように刃部を形成でき

なかった掻器類の可能性もある。

接合資料3は石核と砕片の接合資料である。石核の打面は未調整で平坦となっている。裏面には自然面

が大きく残っている。

接合資料1-3の石材はすべてチャートで，接合資料2と接合資料3は同一母岩の可能性が高い。他に

喋・喋片として3点を図示したが (22-24).これらは剥片剥離のための原石と理解される。 23は打面形成

のために，短軸方向に剥離が試みられたが，石質が不良であったため廃棄されたと考えられる。

母岩分類 喋・喋片以外のチャートは 2母岩に細分され，その多くが接合関係にある。小喋を遺跡内に持

ち込み剥片剥離を試みているが，小規模でナイフ形石器などの利器も伴わないことから，その位置づけに

苦慮する。
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d 石器集中 7 (第32・33図，第8・18・19表，図版5・11)

出土状況 15G68・69グリッドに位置し，平面分布は長軸4.5m・短軸2.5mの範囲に散漫に広がる。出土層

位は町層-v層で，分布深度の平均標高は41.115mとなり，町層-v層でも上半部(ソフトローム最下部)
にあたることが理解される。

出土遺物 総遺物点数は7点で，模形石器1・使用痕のある剥片 1・調整痕のある剥片 1・剥片4点があ

る。安山岩A (5点)主体で，黒曜石・チャートが各1点伴う。模形石器(3 )は縦長で薄手のもので，

自然面を残している。

4 石器集中地点外

下層確認のための調査グリッドから石器が検出されたが，周辺を拡張した結果，遺物の広がりを認める

ことができなかったものについてここで報告する。ただし出土遺物の多くが喋・喋片であり，人間行動に

関係するものである可能性は低いことを付記しておく。

石器集中地点外 1 (第34図，第19表，図版5・11)

14J94グリッドの下層確認坑から黒曜石製の石核と喋片を各1点検出した。出土層位は医層-X層である。

試掘坑周辺を拡張したが，遺物分布の広がりを認めることができなかった。石核は斑晶の混じる比較的粗

雑な黒曜石を用いたもので，本資料を見た限りでは，打面や作業面の管理といったシステマティックな剥

片剥離工程はみられず，敵けるところを蔽いていくという状況が読みとれる。喋片はX層中から検出され

たものであるが「いも石Jである可能性が高い。

石器集中地点外2 (第35図，第19表，図版5) 

15J09グリッドの下層確認坑から，チャート製の喋2点をE層下部と XI層上面で検出した。試掘坑周辺

を拡張したが，遺物分布の広がりを認めることができなかった。

石器集中地点外3 (第36図，第19表)

14J96グリッドの下層確認坑から，喋片2点をE層上面で検出した。石材は流紋岩とチャートである。試

掘坑周辺を拡張したが，遺物分布の広がりを認めることができなかった。
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香山新田安戸台遺跡

第2表石器集中 1 組成表 第3表石器集中 2 組成表

石核 剥片 砕片 様 喋片 合計 組成比 自IJ器 調ある整剥痕片の 原石 剥片 磯片 合計 組成比

安山岩A 2 20 6 28 90.32 
32.05 79.54 1.18 112.77 94.39 

安山岩A l 1 2 5 71.43 
9.36 12.34 126.87 22.51 171.08 96.67 

チャート
1 l 2 6.45 
0.10 0.56 。目66 0.55 

安山岩B 14.29 
5.73 5.73 3.24 

流紋岩
1 3.23 
6.04 6.04 5.06 

ホルンフェルス I l 14.29 
0.17 0.17 0.10 

合計
2 20 6 1 2 31 100.00 
32.05 79.54 1.18 0.10 6.60 119.47 100.00 

合計
l 1 1 3 I 71 100.00 
9.36 12.34 126.87 28.24 0.17 176.98 100.00 

組成比
6.45 64.52 19.35 3.23 6.45 100.00 
26.83 66.58 0.99 0.08 5.52 100.00 

組成比
14.29 14.29 14.29 42.86 14.29 100.00 
5.29 6.97 71.69 15.96 0.10 100.00 

第4表石器集中 3 組成表
使用痕の

石核 剥片 磯 合計 組成比ある剥片

安山岩A
1 2 3 60.00 
46.40 14.87 61.27 96.20 

珪質頁岩
l I 2日.00
2.21 2.21 3.47 

チャート
1 1 20.00 
0.21 0.21 0.33 

合計
I 1 2 1 51 100.00 
2.21 46.40 14.87 0.21 63.69 100.00 

組成比
20.00 20.00 40.00 20.00 100.00 
3.47 72.85 23.35 0.33 100.00 

第5表石器集中 4 組成表
ナイ石7器形 |使ある用剥痕片の 調ある整剥痕片の 石核 剥片 砕片 様 その他 合計 組成比

珪質頁岩A
5 8 4 I 65 86 169 68.15 
9.53 10.91 11.28 28.98 135.72 4.22 200.64 52.12 

安山岩A 3 1 54 14 73 29.44 
10.54 6.51 61.37 102.48 1.14 182.04 47.29 

メノウ
1 1 0.40 
0.46 0.46 0.12 

チャート 3 4 1.61 
0.04 1.49 1.53 0.40 

その他 l 1 0.40 
0.28 0.28 0.07 

合計
8 9 4 2 120 101 3 l 248 100 
20.07 17.42 11.28 90.35 238.66 5.4 1.49 0.28 384.95 100 

組成比
3.23 3.63 1.61 0.81 48.39 40.73 1.21 0.40 100.00 
5.21 4.53 2.93 23.47 五2.00 1.40 0.39 l 0.07 100.00 」

第6表石器集中 5 組成表
ナイフ形 彫刻万形

削器 掻器
使用痕の

石核 事l片 砕片 磯片 曜晃 合計 組成比石器 石器 ある剥片

珪質頁岩A 3 I 2 1 7 I 44 22 81 96.43 
4.22 1.41 3.04 1.15 9.05 13.03 31.87 3.71 67.48 98.94 

チャート 2 2 2.38 
0.21 0.21 0.31 

砂岩 051 1 0.51 1 01719 5 

合計
3 

3R02 4 
I 7 I 44 22 I 2 84 100.00 

4.22 1.41 1.15 9.05 13.03 31.87 3.71 。目51 0.21 68.20 100.00 

組成比
3.57 1.19 2.38 1.19 8.33 1.19 52.38 26.19 1.19 

02338 1 
100.00 

6.19 2.07 4.46 1.69 13.27 19.11 46.73 5.44 0.75 100.00 

第7表石器集中 6 組成表

削器 調ある整剥痕片の 石核 剥片 砕片 磯 磯片 合計 組成比

チャート l 1 4 13 2 l 1 23 71.88 
2.48 9.06 39.54 11.77 0.22 71.07 48.39 182.53 68.54 

安山岩A
1 1 3 l 6 18.75 
2.39 5.85 4.67 0.11 13.02 4目89

黒曜石 l 3.13 
0.16 0.16 0.06 

凝灰岩
l I 2 6.25 
0.13 70.47 70.60 26.51 

合計
1 2 5 17 4 2 I 32 100.00 
2.48 11.45 45.39 16.60 0.46 141.54 48.39 266.31 100.00 

組成比
3.13 6.25 15.63 53.13 12.50 6.25 3.13 100.00 
0.93 4.30 17.04 6.23 0.17 53.15 18.17 100.00 

第8表石器集中 7 組成表

模形石器
使用痕の 調整痕の

剥片 合計 組成比ある剥片 ある剥片

安山岩A
1 4 5 71.43 
2.16 5.61 7.77 31.62 

黒曜石 1 1 14.29 
2.74 2.74 11.15 

チャート
1 1 14.29 
14.06 14.06 57.22 

合計
1 1 1 4 7 100.00 
2.16 2.74 14.06 5.61 24.57 100.00 

組成比
14.29 14.29 14.29 57.14 100.00 
8.79 11.15 57.22 22.83 100.00 
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9
2
 
4
0.8
2
4
 

4
 
33
 
15
16
1 
。ω
8
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l
2
 
10
.8
 
1
8
2
 
3
2
 
0
.3
8
 
P
 
。

2
 

H
 
w
-
v
層
.2
57
8
1.
鴎
5
51
卯
6.
65
6
40
.9
88
 

4
 
3
4
 
15
16
1 
0
1
6
9
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
27
.6
 
37
.5
 
16
.3 
1
5
2
2
 
P
 
。
。
3
 
3
1
5
 

H
 
w
-
v
層
.2
57
83
.0
69
 
51
90
5.
54
9 
ω
y
ω
 

4
 
3
5
 
15
16
0 
。α
l8
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
29
.4
 
14
.2
 
1
1
2
 
2必
1
 
12
6 
。
l
 

2
 
L
 
F
 
皿
層
下
部
.2
57
82
.7
'似
51
90
4.
36
2 
40
.9
“
 

4
 
36
 
15
16
1 
0
0
7
2
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
3
4.
4 
19
.0
 
12
.5
 
5.
77
 
1
 
12
1 
。

1
1
3
 
R
 
H
 
w
-
v
層
お
7
8
3
2
5
6
51
割
)
5.
63
2
40
.8
05
 

4
 
3
7
 
15
16
1 
0(
泌
4
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
22
.6
 
17
.5
 
7
.1 
1.
41
 
C
 
11
6 
。

3
 

H
 
w
-
v
層
あ
78
2.
98
9
51
90
5.
47
1 
4
0 .
85
5
 

4
 
38
 
15
16
1 
01
61
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
18
.2
 
14
.5
 
1
0
2
 
1.
65
 
1
 
9
3
 

3
 

R
 
F
 
w
-
v
層
.2
57
82
.9
01
 
5
1
9
0
5 .
1
4
5
 
4
0.8
10
 

4
 
39
 
15
16
1 
∞
3
0
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
32
.9
 
22
.4
 
9.
0 
6.
43
 
2
 
12
0 
。
2
 

H
 
町
-
v
層
.
2
5
7
8
3
.
ω
3
 
51
卯
'5
.9
21
I
 40
.9
15
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第
11
表
旧
石
器
観
察
表
(3
)

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(m
)

備
考

Nu
 

番
号

N
u
 
(
醐
)
(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

4
 
40
 
15
16
1 
00
71
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
30
.3
 
39
.6
 
15
.8
 
10
.5
5 
1
 
12
5 
。
2
 
2
 12
 

H
 
N
-
V
層
-2
57
83
.2
08
 
51
90
5目
55
6
40
.8
05
 

4
 
41
 
15
16
1 
00
74
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
3
1.
9
 4
5.
3 
16
.6
 
13
.9
6 
1
 
12
3 
。
2
 

4
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.0
70
 
51
90
5.
69
1 
40
.8
60
 

4
 
42
 
15
16
1 
00
60
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
12
.9
 
12
.0
 
4.
8 
0.
59
 
1
 
13
5 
。

l
 

R
 
F
 
N
-
V
層
ー2
57
83
.0
17
51
90
5.
39
4 
40
.9
19
 

4
 
43
 
15
16
1 
01
54
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
13
.5
 
12
.4 
4.
4 
0.
54
 
l
 
12
5 
。
1
 11
 

L
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
27
 
51
90
5.
09
2 
40
.7
14
 

4
 
44
 
15
16
0 
00
06
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
19
.6
 
9.
2 
5.
3 
0.
77
 
1
 
11
3 

I
 
I
 
L
 
F
 
町
-
V
層
ー2
57
83
.1
84
51
90
4.
42
4 
40
.7
85
 

4
 
45
 
15
16
1 
01
22
 
ナ
イ
フ
形
石
器
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
13
.3
 
8.
0
 
5.
5 
0.
30
 

N
-
V
層
-2
57
83
.5
92
 
51
90
5.
94
1 
40
.8
82
 
先
端
の
み

4
 
46
 
15
16
1 
00
67
 
ナ
イ
フ
形
石
器
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
24
.0
 
20
.1
 
9.
0 
2.
75
 
12
0 
。

4
 

N
-
V
層
-2
57
82
.7
61
 
51
90
5.
53
0 
40
.8
87
 

4
 
47
 
15
16
1 
01
60
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
10
.4 
19
.7
 
3.
9 
0.
76
 
。
2
 

H
 
H
 
N
-
V
層
25
78
2.
90
8 
51
90
5.
32
9 
40
.7
57
 

4
 
48
 
15
16
1 
01
73
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
43
.2
 
23
.0
 
11
.
7
 
9.
93
 
I
 
12
0 
。
4
 

R
 
H
 
N
-
V
層
ー2
57
83
.5
05
51
90
5.
38
8 
40
.7
88
 
彫
器
?

4
 
49
 
15
16
1 
01
45
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
2活
.8
13
.1 
7.
4 
2.
24
 
I
 
12
5 
。

L
 
H
 
N
-
V
層
ー2
57
82
.7
34
51
90
5.
73
7 
40
.7
02
 

4
 
50
 
15
16
1 
01
47
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
30
.1 
16
.5
 
7.
2 
3 .
45
 
1
 
11
9 
。

l
 
R
 
H
 
N
-
V
層
ー2
57
82
.8
76
51
90
5.
60
1 
40
.7
80
 

4
 
51
 
15
16
1 
01
42
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
27
.4 
2
1.
9
 
10
.9
 
5.
61
 
。

2
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
29
 
51
90
5.
74
1 
40
.7
60
 

4
 
52
 
15
16
1 
00
55
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
13
.3
 
14
.8
 
9.
1 
1.
45
 
I
 
11
0 
。
。
2
 

1
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
20
 
51
90
5
.1
46
 
40
.8
01
 

4
 
53
 
15
16
1 
01
28
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
39
.1
 
36
.2
 
14
.0
 
16
.1
1 
3(
2)
 
11
6 
。
。
6
 

F
 
N
-
V
層
ー2
57
83
.4
67
51
90
5.
82
2 
40
.8
25
 

4
 
54
 
15
16
1 
00
93
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
24
.6
 
2
1.
8
 
7.
7 
3.
23
 
。
3
 

H
 
H
 
町
-
V
層
-2
57
83
.3
04
 
51
90
5.
17
0 
40
.8
16
 

4
 
55
 
15
16
1 
01
51
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
9.
2 
13
.6
 
3.
9 
0.
40
 
l
 
11
7 
。
。

I
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.2
27
 
51
90
5.
33
7 
40
.7
72
 

4
 
56
 
15
16
1 
01
33
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
10
.5
 
10
.8
 
4.
9 
0.
34
 
1
 
12
0 
。
1
 

l
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.6
04
 
51
90
5.
56
5 
40
.7
97
 

4
 
57
 
15
16
0 
00
07
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
13
.9
 
15
.1
 
4.
5 
0.
66
 
I
 
12
8 
。
。
2
 

3
 
R
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
82
.9
58
 
51
90
4.
01
1 
40
.7
65
 

4
 
58
 
15
16
1 
02
19
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
9
.4 
12
.1 
2.
9 
0.
22
 
1
 
12
温
。
2
 

L
 
F
 
町
-
V
層
ー2
57
83
.4
23
51
90
5.
55
0 
40
.6
83
 

4
 
59
 
15
16
1 
01
72
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
3
1.
2
 2
0.
8 
8.
6 
4.
84
 
I
 
11
2 
。
2
 
3
 12
 

T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.5
54
 
51
90
5.
25
9 
40
.7
77
 

4
 
60
 
15
16
1 
00
63
 
剥
片

経
質
頁
岩
A
1
2
 
40
.0
 
36
.2
 
9.
7 
6.
27
 
1
 
11
5 
。
。
5
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
09
 
51
90
5.
48
4 
40
.8
60
 

4
 
61
 
15
16
1 
02
33
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
23
.5
 
28
.8
 
7.
5 
2.
37
 
11
0 
。
。
3
 

I
 
L
T
 
町
-
V
層
-2
57
82
.7
55
 
51
90
7.
05
9 
40
.8
25
 

4
 
62
 
15
16
1 
00
90
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
14
.2
 
11
.1 
4.
0 
0.
47
 
。
l
 

H
 
H
 
E
層
下
部

守
25
78
4.
02
0
51
90
7.
56
0 
4
1.1
08
 

4
 
63
 
15
16
1 
00
39
 
ナ
イ
フ
形
石
器
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
32
.2
 
23
.4 
7.
7 
3.
79
 

N
-
V
層
ー2
57
83
.9
27
51
90
5.
24
2 
40
.8
06
 

4
 
64
 
15
16
1 
01
83
 
事
j片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
10
.6
 
13
.0
 
3.
7 
0.
24
 
P
 
。

L
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.3
34
 
51
90
5.
49
0 
40
.7
62
 

4
 
65
 
15
16
1 
00
40
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
9.
0 
8.
5
 
2.
0 
0.
1
8
 
1
 
12
6 
。
。
1
 

R
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
25
 
51
90
5.
33
6 
40
.9
20
 

4
 
66
 
15
16
1 
01
68
 
事
j片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
17
.2 
30
.1
 
7.
2 
2.
25
 
2
 
10
0 

1
 

T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
37
 
51
90
5.
46
0 
40
.7
82
 

4
 
67
 
15
16
1 
02
25
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
14
.5
 
17
.4 
3.
4 
0.
78
 
。
l
 

H
 
H
 
W
層
-2
57
83
.3
97
 
51
90
5.
61
5 
40
.5
85
 

4
 
68
 
15
16
1 
00
57
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
22
.5
 
17
.1 
5.
2 
1.
44
 
I
 
11
3 
。

2
 

1
 
H
 
N
-
V
層
-2
57
82
.8
88
 
51
90
5.
15
3 
40
.9
20
 

4
 
69
 
15
16
1 
00
98
 
調
整
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
18
.6
 
7.
9 
3.
0 
0.
36
 
I
 
10
7 

3
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
82
.8
07
 
51
90
5.
56
8 
40
.8
77
 

4
 
70
 
15
16
1 
00
44
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
40
.0
 
19
.7
 
6.
2 
3.
95
 
1
 
12
1 
。
4
 

H
 
N
-
V
層
-2
57
83
.6
05
 
51
90
5.
40
5 
40
.8
85
 

4
 
71
 
15
16
1 
01
30
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
23
.9
 
36
.3
 
10
.5
 
6.
34
 
1
 
10
3 
。

5
 
2
 

H
 
N
-
V
層
-2
57
83
.3
65
 
51
90
5.
99
1 
40
.7
81
 

4
 
72
 
15
16
1 
02
08
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
8.
0 
10
.5
 
1.
4
 
0.
08
 
P
 

H
 
町
-
V
層
-2
57
83
.5
13
 
51
90
5.
62
2 
40
.7
06
 

4
 
73
 
15
16
1 
01
80
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
14
.2
 
20
.3
 
10
.8
 
2.
71
 
。
1
 

2
I
H
.
L
 
。
N
-
V
層
-2
57
83
.4
69
 
51
90
5.
54
5 
40
.7
28
 

4
 
74
 
15
16
1 
00
86
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1
2
 
22
.0
 
2
1.
0
 
7.
5 
2.
1
3
 

2
 
l
 
R
.
T
 
N
-
V
層
-2
57
82
.3
45
 
51
90
6.
66
1 
4
1.1
14
 

4
 
75
 
15
16
1 
00
33
 
毒剤
j片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
17
.6
 
23
.4 
5.
2 
1.
45
 
I
 
12
0 

3
 

LT
.R
T 
町
-
V
層
-2
57
83
.5
75
 
51
90
5.
83
5 
40
.8
60
 

4
 
76
 
15
16
1 
02
09
 
調
l片

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
1 8
.0
 3
4.
3 
9.
7 
4.
94
 
。
2
 

H
.
R
 
。
N
-
V
層
-2
57
83
.4
41
 
51
90
5.
52
2 
40
.6
93
 

4
 
77
 
15
16
1 
00
95
 
石
核

珪
質
頁
岩
A
1
2
 
42
.7
 
40
.6
 
17
.7
 
28
.9
8 

N
-
V
層
-2
57
83
.1
66
 
51
90
5.
42
1 
40
.8
20
 

4
 

15
16
0 
00
01
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
1

12
.3
 
13
.8
 
3.
1 
0.
48
 

l
 

2
 
H
.
L
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.5
04
 
51
90
4.
96
0 
40
.7
80
 

4
 

15
16
0 
00
02
 
剥
片

安
山
岩
A

14
.3
 
22
.5
 
4 .
4 
1.
56
 
2
 
12
3 
。
2
 

L
T
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.2
22
 
51
90
4.
92
5 
40
.8
53
 

4
 

15
16
0 
ω
0
3
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

4.
5 
7.
1 
1.1
 
0.
04
 
P
 

H
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
28
 
51
90
4.
94
6 
40
.8
40
 

耐 明 E 当 四 時 四 砂 師 事
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第
12
表
旧
石
器
観
察
表
(4
)

曲 明 E 当 回 時 四 砂 耐 用 事

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(m
)

備
考

Nu
 

番
号

N
u
 
(
皿
)
(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

4
 

15
16
0 
00
04
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

6.
8 
4.
5 
2.
0 
0.
03
 
1
 1
11
6 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.5
88
 
51
90
4.
95
1 
40
.7
54
 

4
 

15
16
0 
00
05
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

3.
8 
7.
7 
1.
6
 
0.
02
 
L
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
11
 
51
90
4.
74
7 
40
.8
00
 

4
 

15
16
1 
00
01
 
剥
片

安
山
岩
A

1
1.
0
 
5.
0 
2.
4 
0.
1
2
 
。

H
 
F
 
N
-
V
層
ー
25
78
4.
49
0
51
90
5.
60
4 
40
.7
97
 

4
 

15
16
1 
00
02
 
剥
片

安
山
岩
A

12
.2
 
15
.6
 
3.
9 
0.
52
 
1
 
12
7 
。
2
 
2
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.7
40
 
51
90
5.
71
7 
40
.8
53
 

4
 

15
16
1 
00
03
 
そ
の
他

そ
の
他

0.
28
 

町
-
V
層
-2
57
84
.6
97
 
51
90
5.
98
1 
40
.8
66
 

4
 

15
16
1 
00
05
 
剥
片

安
山
岩
A

12
.2
 
5.
1 
3.
9 
0.
1
5
 
1
 
12
9 

2
 

H
 N
-
V
層
-2
57
84
.4
59
 
51
90
6.
38
6 
40
.8
87
 

4
 

15
16
1 
00
06
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

6.
7 
8.
0
 
3.
0 
0.
15
 
l
 
13
0 
。

F
 
N
-
V
層
-2
57
84
.4
39
 
51
90
6.
43
2 
40
.8
92
 

4
 

15
16
1 
00
07
 
剥
片

安
山
岩
A

12
.3
 
6.
1 
3.
0 
0.
20
 
P
 

2
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
84
.5
13
 
51
90
6.
66
8 
40
.8
10
 

4
 

15
16
1 
00
08
 
砕
片

安
山
岩
A

5.
1 
5.
8 
1.
3
 
0.
05
 
P
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.3
78
 
51
90
6.
71
0 
40
.8
51
 

4
 

15
16
1 
00
09
 
剥
片

安
山
岩
A

12
.2
 
15
.6
 
4.
6 
0.
72
 
。

l
 

H.
L 
F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.2
42
 
51
90
6.
33
9 
40
.8
73
 

4
 

15
16
1 
00
10
 
剥
片

安
山
岩
A

7.
7 
10
.6
 
3.
1 
0.
1
6
 
P
 

l
 
I
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
84
.1
92
 
51
90
6.
30
5 
40
.9
62
 

4
 

15
16
1 
00
11
 
剥
片

安
山
岩
A

6.
4 
14
.3
 
5.
2 
0.
4
1
 
C
 
11
3 
。

I
 

F
 
E
層
下
部
ー2
57
84
.1
36
51
90
6.
27
9 
40
.9
75
 

4
 

15
16
1 
00
13
 
剥
片

安
山
岩
A

2
1.
9
 
14
.3
 
6.
2 
1.
51
 
1
 
11
3 
。
2
 

L
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
84
.2
20
 
51
90
6.
11
3 
40
.8
77
 

4
 

15
16
1 
00
16
 
砕
片

安
山
岩
A

6.
3 
9.
9 
3.
0 
0
.1
8
 
I
 
11
0 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.9
91
 
51
90
6.
56
8 
40
.8
08
 

4
 

15
16
1 
00
17
 
砕
片

チ
ャ
ー
ト

5.
8 
3.
7 
1.
7
 
0.
04
 

N
-
V
層
-2
57
83
.8
77
 
51
90
6.
64
8 
40
.8
92
 

4
 

15
16
1 
00
18
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1

11
.8
 
5.
0 
1.
7
 
0.
1
0
 

2
 

R
 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.7
27
 
51
90
6.
52
8 
40
.9
28
 

4
 

15
16
1 
00
19
 
剥
片

安
山
岩
A

15
.9
 
14
.3
 
5.
1 
0.
75
 
1
 
12
3 
。
I
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
58
 
51
90
6.
75
8 
40
.8
37
 

4
 

15
16
1 
00
20
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

9.
1 
8.
0
 
2.
5 
0
.1
3
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
22
 
51
90
6.
37
0 
40
.8
87
 

4
 

15
16
1 
00
21
 
砕
片

安
山
岩
A

7.
5 
6.
4 
2.
4 
0
.1
3
 
。

H
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.8
32
 
51
90
6.
28
6 
40
.8
79
 

4
 

15
16
1 
00
22
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

8.
9 
8.
5
 
3.
2 
0.
1
4
 
I
 
14
6 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.8
66
 
51
90
6.
1
52
 
40
.8
37
 

4
 

15
16
1 
00
23
 
剥
片

安
山
岩
A

lO
.4
 
1 1
.1
 
2.
0 
0.
20
 
12
0 
。
。
3
 

T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.9
31
 
51
90
6.
07
6 
40
.8
05
 

4
 

15
16
1 
00
24
 
剥
片

安
山
岩
A

14
.9
 
16
.2
 
3.
2 
0.
79
 
1
 
13
1 

3
 

R
 
F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.7
26
 
51
90
6.
2
lO
 
40
.8
31
 

4
 

15
16
1 
00
27
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

lO
.4
 
12
.3
 
2.
5 
0.
26
 
11
5 
。

3
 
1
 

H
 町
-
V
層
-2
57
83
.4
69
 
51
90
6.
51
7 
40
.9
15
 

4
 

15
16
1 
00
28
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

lO
.8 
lO
.1
 
5.
0 
0.
29
 
。

I
 
2
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.5
50
 
51
90
6.
12
9 
40
.9
31
 

4
 

15
16
1 
00
29
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
6 
8.
1 
2.
2 
0.
09
 
P
 
。

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.5
39
 
51
90
6.
04
1 
40
.8
71
 

4
 

15
16
1 
00
31
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
3 
17
.0
 
3.
7 
0.
43
 
2
 
12
0 
。

1
 1
 1
 

H
 町
-
V
層
ー
25
78
3.
24
7
51
90
6.
02
6 
40
.8
67
 

4
 

15
16
1 
00
32
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

8.
5 
13
.1 
2.
1 
0.
22
 
P
 

2
 

R
 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.1
67
 
51
90
5.
96
4 
40
.8
65
 

4
 

15
16
1 
00
35
 
剥
片

安
山
岩
A

lO
.5 
7.
5 
2.
7 
0.
1
6
 
P
 

1
 

T
 
町
-
V
層
-2
57
83
.7
44
 
51
90
5.
69
2 
40
.8
05
 

4
 

15
16
1 
00
36
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
1 
7
.2 
0.
9 
0.
04
 
P
 

H
 町
-
V
層
-2
57
83
.6
64
 
51
90
5.
54
9 
40
.8
40
 

4
 

15
16
1 
00
37
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

16
.5
 
11
.
4
 
2.
5 
0.
1
8
 

2
 1
 1
 

H
 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.7
67
 
51
90
5.
45
6 
40
.8
26
 

4
 

15
16
1 
00
41
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

12
.1
 
6.
5 
3.
0 
0.
20
 
2(
1)
 
10
6 

l
 
I
 
R
 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.7
00
 
51
90
5.
12
8 
40
.8
04
 

4
 

15
16
1 
00
42
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

12
.8
 
6.
7 
1.
4
 
0.
09
 
l
 
11
4 

3
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.4
58
 
51
90
5.
21
1 
40
.8
45
 

4
 

15
16
1 
00
43
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
5 
3.
8 
0.
8 
0.
01
 
P
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.5
81
 
51
90
5.
29
1 
40
.8
15
 

4
 

15
16
1 
00
46
 
不
明

不
明

紛
失

町
-
V
層
-2
57
83
.4
77
 
51
90
5.
46
1 
40
.8
60
 

4
 

15
16
1 
00
47
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
1 
5.
4 
2.
0 
0.
06
 
P
 

F
 
町
-
V
層
-2
57
83
.4
28
 
51
90
5.
58
3 
40
.8
77
 

4
 

15
16
1 
00
48
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
8 
7.
7 
1.
8
 
0.
04
 

H
 
H
 町
-
V
層
-2
57
83
.4
22
 
51
90
5.
64
5 
40
.8
73
 

4
 

15
16
1 
00
49
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
5 
1.
6
 
1.
5
 
0.
02
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.3
14
 
51
90
5.
52
8 
40
.8
38
 

4
 

15
16
1 
00
50
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
2 
4.
2 
2.
0 
0.
08
 

R
.
T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.3
89
 
51
90
5.
39
3 
40
.8
25
 

4
 

15
16
1 
00
51
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
6 
7.
9 
1.
4
 
0.
07
 

1
 

H.
R.
T 
町
-
V
層
ー2
57
83
.3
84
51
90
5.
17
7 
40
.8
25
 

4
 

15
16
1 
00
53
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
3 
12
.2
 
2.
3 
0.
1
0
 
l
 
12
7 

I
 
I
 

F
 
町
-
V
層
25
78
3
.2
47
 
51
90
5.
33
0 
40
.8
25
 

土ー
L.
l.
.!
豆
6
1
1
0
0
5
4
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
8 
4.
2 
0.
7 
0.
01
> 
P
 
」
ー
ー

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
73
 
51
90
5.
24
6 
40
.8
12
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第
1
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表
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石
器
観
察
表
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石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(
m
)

備
考

N
a
 

番
号

N
a
 
(
皿
)
(
凹
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

4
 

15
16
1 
00
56
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

10
.5
 
6.
7 
1.
2
 
0.
1
1
 
12
0 
。

I
 

L
.
R
 
H
I
N
~
V
層
-2
57
83
.0
88
 
51
90
5.
00
2 
40
.8
14
 

4
 

15
16
1 
00
58
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

5.
8 
1 1
.3
 
2.
5 
0.
1
3
 
I
 
12
0 
。

2
1
2
 

H
I
N
~
V
層
-2
57
82
.7
46
 
51
90
5.
06
7 
40
.8
32
 

4
 

15
16
1 
00
59
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

8.
0 
10
.5
 
2.
5 
0.
1
1
 
1
 
12
9 
。

2
 

H
I
N
~
V
層
-2
57
82
.8
79
 
51
90
5.
32
5 
40
.8
18
 

4
 

15
16
1 
00
61
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

4.
7 
4.
7 
2
.2 
0.
03
 
I
 
12
0 

F
I
N
~
V
層
-2
57
83
.0
53
 
51
90
5
.4
19
 
40
.8
95
 

4
 

15
16
1 
00
65
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

7.
3 
9.
9 
1.
5
 
0.
08
 
L
 

F
I
N
~
V
層
-2
57
82
.9
22
 
51
90
5.
59
1 
40
.9
13
 
遺
物
N
a
重
複

4
 

15
16
1 
00
65
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

2.
7 
4.
2 
0.
8 
0.
01
> 
P
 

F
 

遺
物
N
a重
複

4
 

15
16
1 
00
66
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

6.
4 
6.
6 
1.
4
 
0.
04
 
P
 

H
I
N
~
V
層
-2
57
82
.8
24
 
51
90
5.
55
3 
40
.9
13
 

4
 

15
16
1 
00
68
 
剥
j片

珪
質
頁
岩
A
I

7.
5 
1 1
.8
 
1品
0
.1
5
 
L
 

3
 
I
 

F
 I
N
~
V
層
-2
57
82
.7
68
 
51
90
5.
69
0 
40
.9
41
 

4
 

15
16
1 
00
69
 磯

チ
ャ
ー
ト

4
.2 
2.
3 
1.
8
 
0.
02
 

N
~
V
層
-2
57
82
.5
73
 
51
90
5.
39
6 
40
.8
19
 

4
 

15
16
1 
00
70
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

12
.1 
11
.8
 
2.
6 
0.
27
 
I
 
12
0 
。

2
 

L
 
H
I
N
~
V
層
-2
57
83
.0
88
 
51
90
5.
57
6 
40
.7
97
 

4
 

15
16
1 
00
73
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

14
.3
 
11
.
6
 
3.
8 
0.
65
 
l
 
12
0 
。

3
 
1
 

H
I
N
~
V
層
-2
57
83
.2
58
 
51
90
5.
72
6 
40
.8
07
 

4
 

15
16
1 
00
75
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
2

7.
5 
4.
9 
1.
9
 
0.
06
 
l
 
12
7 

H
I
N
~
V
層
ー2
57
83
.1
18
51
90
5.
73
4 
40
.8
45
 

4
 

15
16
1 
00
76
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

5.
7 
9.
7 
1.
4
 
0.
06
 
L
 
。

F
I
N
~
V
層
-2
57
83
.1
47
 
51
90
5.
89
4 
40
.8
75
 

4
 

15
16
1 
00
78
 
剥
片

安
山
岩
A

17
.1 
4.
1 
2.
7 
0.
64
 
I
 
12
0 

3
 

L
 
F
 I
N
~
V
層
-2
57
83
.2
75
 
51
90
5.
95
2 
40
.9
30
 

4
 

15
16
1 
00
79
 
剥
片

安
山
岩
A

11
.8
 
17
.4 
3.
7 
0.
69
 

I
 
L
.
R
 
H
I
N
~
V
層
-2
57
83
.2
38
 
51
90
6.
22
泡
40
.9
50
 

4
 

15
16
1 
00
80
 
剥
j片

安
山
岩
A

17
.6
 
10
.6
 
4.
5 
0.
99
 
1
 
12
4 

3
 

R
-
T
 
E
層
下
部
-2
57
83
.0
87
 
51
90
6.
59
9 
40
.9
67
 

4
 

15
16
1 
00
81
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
2

3.
4 
8.
0 
0.
8 
0.
01
> 
P
 

H
 
N
~
V
層
一
25
78
3
.1
83
51
90
6.
61
6 
40
.8
94
 

4
 

15
16
1 
00
82
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

9
.1 
4.
4 
1.
7
 
0.
06
 

H
L
 
H
 
町
~
V
層
ー
25
78
3
.1
59
51
90
6.
50
8 
40
.8
70
 

4
 

15
16
1 
00
83
 
剥
J片

珪
質
頁
岩
A
I

6.
7 
12
.0
 
2.
2 
0.
18
 
P
 

2
 

L
 
H
 
N
~
V
層
-2
57
82
.9
94
 
51
90
6.
42
1 
40
.7
02
 

4
 

15
16
1 
00
84
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
2

5.
9 
9.
7 
2.
1 
0.
10
 
P
 
。

F
 I
N
~
V
層
-2
57
82
.7
30
 
51
90
6.
21
4 
40
.9
09
 

4
 

15
16
1 
00
85
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
I

8
.2 
17
.4 
4.
0 
0
.4
6
 
I
 
12
5 
。

2
 
I
 

F
 I
N
~
V
層
ー
25
78
2.
59
3
51
90
6.
00
8 
40
.8
55
 

4
 

15
16
1 
00
87
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

6.
4 
7.
4 
2.
1 
0.
08
 
1
 
12
1 
。

H
 
N
~
V
層
ー
25
78
2.
16
1
51
90
6.
65
6 
4
1.
00
0 

4
 

15
16
1 
00
89
 剥
片

安
山
岩
A

10
.0
 
14
.1
 
2.
4 
0.
26
 
l
 
12
4 
。
2
 

F
 
皿
層
下
部
-2
57
83
.4
46
 
51
90
7.
61
0 
40
.9
11
 

4
 

15
16
1 
00
92
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

5.
3 
5.
8 
1.
2
 
0.
03
 
P
 

F
 I
N
~
V
層
-2
57
83
.6
35
 
51
90
5.
52
7 
40
.8
60
 

4
 

15
16
1 
00
94
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
2

4.
6 
5.
4 
1.
0
 
0.
02
 
P
 

F
I
N
~
V
層
-2
57
83
.1
72
 
51
90
5.
34
9 
40
.8
21
 

4
 

15
16
1 
00
96
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

9.
8 
7.
3 
2.
4 
0
.1
3
 
I
 
11
1 
。

H
 
N
~
V
層
-2
57
83
.0
90
 
51
90
5.
22
7 
40
.8
48
 

4
 

15
16
1 
00
97
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

8.
3
 
9.
0 
5.
3 
0.
30
 
I
 
12
0 

H
 
N
~
V
層
-2
57
82
.7
49
 
51
90
5.
52
7 
40
.8
35
 

4
 

15
16
1 
00
99
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

6
.1 
10
.4 
1.
7
 
0.
06
 
L
 
。

2
 

F
 
N
~
V
層
25
78
2.
93
5 
51
90
5.
08
8 
40
.8
35
 

4
 

15
16
1 
01
00
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

6.
0 
12
.9
 
5.
2 
0.
28
 

l
 
l
 
1
 
H
 
F
 
町
~
V
層
-2
57
83
.6
27
 
51
90
5.
94
0 
40
.8
50
 

4
 

15
16
1 
01
01
 
剥
片

安
山
岩
A

13
.9
 
8.
2 
3.
8 
0.
45
 
I
 
12
7 

2
 

L
'
T
 

N
~
V
層
-2
57
84
.3
34
 
51
90
6.
43
4 
40
.8
71
 

4
 

15
16
1 
01
03
 
砕
片

安
山
岩
A

7.
2 
7.
1 
2.
1 
0.
09
 
P
 

F
 
N
~
V
層
-2
57
84
.1
89
 
51
90
6.
28
2 
40
.9
00
 

4
 

15
16
1 
01
04
 
剥
片

安
山
岩
A

11
.5
 
15
.5
 
2.
5 
0 .
44
 
I
 
12
4 
。

2
 

H
 
N
~
V
層
-2
57
84
.2
21
 
51
90
6.
54
7 
40
.7
39
 

4
 

15
16
1 
01
05
 
砕
片

安
山
岩
A

5.
6 
2.
6 
1.
8
 
0.
02
 
。

H
・R
.T
F
 
町
~
V
層
-2
57
84
.2
11
 
51
90
6.
61
5 
40
.7
24
 

4
 

15
16
1 
01
08
 
剥
片

安
山
岩
A

8.
6 
14
.8
 
3.
8 
0.
31
 
L
 

l
 

T
 

N
~
V
層
-2
57
83
.8
05
 
51
90
6.
57
3 
40
.7
62
 

4
 

15
16
1 
01
09
 
剥
片

安
山
岩
A

20
.5
 
6.
9 
4.
9 
0.
51
 
I
 
10
0 
。
I
 

F
 
N
~
V
層
-2
57
83
.8
90
 
51
90
6.
46
1 
40
.7
61
 

4
 

15
16
1 
01
11
 
剥
片

安
山
岩
A

9.
5 
10
.1 
3.
9 
0.
27
 

2
 

H
 
F
 
N
~
V
層
-2
57
84
.0
44
 
51
90
6.
33
1 
40
.7
58
 

4
 

15
16
1 
01
12
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

4.
1 
3.
0 
l.
l 
0.
01
 
P
 

F
 
町
~
V
層
-2
57
84
.0
69
 
51
90
6.
18
7 
40
.8
25
 

4
 

15
16
1 
01
13
 
剥
片

安
山
岩
A

10
.2
 
10
.6
 
2.
5 
0.
21
 

I
 

H
.
L
 

町
~
V
層
-2
57
83
.9
66
 
51
90
6.
22
9 
40
.7
15
 

4
 

15
16
1 
01
14
 
剥
片

安
山
岩
A

1
1.
3
 
9.
8 
2.
5 
0.
28
 
I
 
12
0 
。
2
 

1
 
R
 
F
 
N
~
V
層
-2
57
83
.8
65
 
51
90
6.
33
8 
40
.8
18
 

4
 

15
16
1 
01
15
 
剥
片

安
山
岩
A

11
.0
 
13
.6
 
3.
3 
0.
37
 
12
3 

1
 

F
 
N
~
V
層
-2
57
83
.8
75
 
51
90
6.
25
2 
40
.7
52
 

4
 

15
16
1 
01
18
 
剥
片

安
山
岩
A

10
.2
 
6.
5 
1.
6
 
0.
12
 
1
 
10
9 

し乙
」ー

T
 

N
~
V
層
-2
57
83
.6
73
 
51
90
6.
33
6 
40
.7
67
 

制 明 E 塑 田 州 四 砂 縦 割 事
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第
1
4
表
旧
石
器
観
察
表
(6
)

制 明 E 掛 司 困 M m w 叫 砂 陣 容

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
f
T
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(
m
)

備
考

No
 

番
号

Nu
 
(
醐
)
(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

4
 

15
16
1 
01
21
 
剥
片

安
山
岩
A

19
.7
 
11
.4
 
3.
5 
0.
51
 
1
 
11
1 
。
I
 

R
 
町
-
V
層
-2
57
83
.7
12
 
51
90
6.
02
8 
40
.7
32
 

4
 

15
16
1 
01
23
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
2

4.
6 
3.
0 
1.
0
 
0.
01
> 
1
 
11
5 

H
 N
-
V
層
ー
25
7お
.6
79
51
90
5.
83
5 
40
.8
38
 

4
 

15
16
1 
01
24
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
5 
3.
3 
1.
0
 
0.
02
 
I
 
12
0 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
54
 
51
90
5.
73
9 
40
.8
11
 

4
 

15
16
1 
01
25
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
7 
7.
0 
1.
0
 
。
.0
1
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.8
74
 
51
90
5.
63
7 
40
.7
06
 

4
 

15
16
1 
01
26
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
7 
7.
5 
1.
3
 
0.
03
 
l
 
11
5 
。

F
 
N
-
V
層
ー
25
78
3.
62
0
51
90
5.
70
3 
40
.7
55
 

4
 

15
16
1 
01
27
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
3 
8.
2 
2.
3 
0.
09
 
P
 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.5
67
 
51
90
5.
84
2 
40
.8
32
 

4
 

15
16
1 
01
29
 砕
片

安
山
岩
A

5.
0 
8.
3 
1.
9
 
0.
06
 
L
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
27
 
51
90
5.
92
5 
40
.8
32
 

4
 

15
16
1 
01
31
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
0 
2 .
1 
2.
3 
0.
03
 
P
 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.3
62
 
51
90
6.
25
0 
40
.7
55
 

4
 

15
16
1 
01
32
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
2 
5.
2 
1.
0
 
0.
03
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.6
29
 
51
90
5.
49
7 
40
.7
98
 

4
 

15
16
1 
01
34
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
8 
3.
2 
1.
7
 
0.
05
 

H
L
 
N
-
V
層
-2
57
83
.5
92
 
51
90
5.
40
4 
40
.8
17
 
遺
物
N
u重
複

4
 

15
16
1 
01
34
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
2 
2.
8 
0.
9 
0.
02
 
P
 

R
 
H
 

造
物
N
u重
複

4
 

15
16
1 
01
35
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
7 
3.
0 
0.
7 
0.
01
> 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
64
 
51
90
5
.4
55
 
40
.8
24
 

4
 

15
16
1 
01
36
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
3 
8.
3 
1.
6
 
0.
04
 
P
 

F
 
N
-
V
層
ー2
57
83
.4
73
51
90
5.
32
1 
40
目8
11

4
 

15
16
1 
01
37
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
0 
12
.0
 
2.
7 
0.
17
 
I
 
12
2 
。
。
2
 

T
 
町
-
V
層
-2
57
83
.必
3
51
90
5.
32
2 
40
.7
91
 

4
 

15
16
1 
01
38
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
6 
7.
5 
1.
5
 
0.
06
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
79
 
51
90
5.
27
3 
40
.7
90
 

4
 

15
16
1 
01
39
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

2.
9 
4.
3 
0.
7 
0.
01
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.3
75
 
51
90
5.
24
2 
40
.8
02
 

4
 

15
16
1 
01
40
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
0 
5.
8 
0.
8 
0.
01
> 

H
 
H
 N
-
V
層
ー
25
78
3.
39
0
51
90
5.
44
9 
40
.8
39
 

4
 

15
16
1 
01
41
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

10
.5
 
5.
1 
2.
1 
0.
08
 
P
 
。

3
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
44
 
51
90
5.
61
3 
40
.8
02
 

4
 

15
16
1 
01
43
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
8 
8.
5 
2.
0 
0.
10
 
P
 
。

F
 
N
-
V
層
-2
57
82
.9
46
 
51
90
5.
73
5 
40
.7
58
 

4
 

15
16
1 
01
44
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

8.
8 
4.
7 
1.
5
 
0.
06
 
P
 

R
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
82
.8
96
 
51
90
5.
72
7 
40
.7
17
 

4
 

15
16
1 
01
46
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
0 
5.
5 
0.
6 
0.
01
 
P
 

H
 N
-
V
層
-2
57
82
.6
52
 
51
90
5.
64
1 
40
.8
20
 

4
 

15
16
1 
01
48
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
8 
7.
7 
1.
1 
0.
07
 
P
 

L
T
 
F
 
N
-
V
層
-2
57
82
.8
70
 
51
90
5.
57
3 
40
.8
08
 

4
 

15
16
1 
01
49
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
6 
3.
2 
0.
8 
0.
01
 
P
 

H
 N
-
V
層
ー
25
78
3.
1
03
51
90
5.
49
2 
40
.7
87
 

4
 

15
16
1 
01
50
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
8 
6.
7 
1.
1 
。目
03
1
 
11
5 

H
 N
-
V
層

苧
25
78
2.
94
6
51
90
5.
43
2 
40
.8
10
 

4
 

15
16
1 
01
52
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

2.
7 
5.
8 
0.
8 
0.
01
> 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.2
03
 
51
90
5.
22
2 
40
.6
95
 

4
 

15
16
1 
01
53
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
7 
4.
2 
0.
8 
0.
01
> 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.1
87
 
51
90
5.
1
64
 
40
.7
85
 
遺
物
N
u
重
複

4
 

15
16
1 
01
53
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

2.
7 
3 .
4 
0.
6 
0.
01
> 
P
 

F
 

遺
物
N
u重
複

4
 

15
16
1 
01
55
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
9 
4.
0 
0.
7 
0.
01
 
P
 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.5
45
 
51
90
5.
02
0 
40
.7
34
 

4
 

15
16
1 
01
56
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
3 
3.
7 
0.
5 
0.
01
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.7
27
 
51
90
5.
1
23
 
40
.7
68
 

4
 

15
16
1 
01
57
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

2.
0 
3.
2 
0 .
4 
0.
01
> 
P
 

F
 
N
-
V
層
ー2
57
83
.8
53
51
90
5.
12
6 
40
.6
68
 

4
 

15
16
1 
01
59
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
2

5.
8 
4.
0 
1.
5
 
0.
02
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
82
.8
50
 
51
90
5.
49
6 
40
.8
似

4
 

15
16
1 
01
62
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
6 
4.
8 
0.
7 
0.
02
 
P
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
82
目8
78
51
90
5.
01
0 
40
.7
76
 

4
 

15
16
1 
01
64
 剥
片

安
山
岩
A

12
.1 
14
.5
 
3.
2 
0.
54
 

2
 

H
.
T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.4
57
 
51
90
6.
07
6 
40
.8
40
 

4
 

15
16
1 
01
65
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
0 
9.
1 
1.
6
 
0.
16
 

l
 

H.
L 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.3
81
 
51
90
5.
75
1 
40
.8
06
 

4
 

15
16
1 
01
66
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
8 
6.
2 
1.
2
 
0.
04
 
1
 
11
3 
。

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
.3
21
 
51
90
5.
72
8 
40
.7
48
 

4
 

15
16
1 
01
67
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
5 
4
目7
0.
5 
0.
01
> 
L
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
83
目5
56
51
90
5
.4
75
 
40
.8
12
 

4
 

15
16
1 
01
70
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
7 
12
.4 
3.
8 
0.
20
 
2
 
10
7 

I
 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.1
52
 
51
90
5.
44
9 
40
.7
66
 

4
 

15
16
1 
01
71
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
7 
8.
1 
1.
0
 
0.
02
 
P
 

H
 N
-
V
層
-2
57
83
.5
66
 
51
90
5.
18
7 
40
.7
75
 

4
 

15
16
1 
01
74
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
0 
8.
7 
2.
1 
0.
07
 

H
 
H
 N
-
V
層
-2
57
83
.4
38
 
51
90
5.
33
2 
40
.7
15
 

4
 

15
16
1 
01
75
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

10
.6
 
12
.8
 
3.
9 
0
.4
5
 
l
 
12
0 

2
 
2
 

T
 
N
-
V
層
-2
57
83
.5
68
 
51
90
5.
43
9 
40
.7
48
 

4
 

15
16
1 
01
76
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
0 
4.
6 
0.
8 
0.
02
 
P
 

F
 
N
-
V
層
ー
25
78
3.
63
2
51
90
5.
42
9 
40
.7
50
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第
15
表
旧
石
器
観
察
表
(7
)

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
量
最
大
幅
最
大
j厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(
m
)

傭
考

Nn
 

番
号

Nn
 
(
皿
)
(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
Y
 
部
位
端

4
 

15
16
1 
01
77
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
0 
5.
2 
0.
8 
0.
02
 
P
 

F
I
W
-
Y
層
.2
57
83
.ω
1 
51
90
5.
53
4 
40
.6
68
 

4
 

15
16
1 
01
78
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

2.
1 
3.
9 
0.
5 
0.
01
 
P
 

F
I
W
-
Y
層
.2
57
83
.5
78
 
51
90
5.
65
4 
40
.7
44
 

4
 

15
16
1 
01
79
 
剥
片

安
山
岩
A

10
.6
 
6.
0 
2.
9 
0.
15
 
1
 
10
4 

2
 

L
 
F
I
W
-
Y
層
.2
57
83
.6
12
 
51
90
5.
73
9 
40
.7
17
 

4
 

15
16
1 
01
81
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
3 
5.
3 
1.
8 
0.
06
 
1
 
12
0 

L
 
F
I
W
-
Y
層
.2
57
83
.3
53
 
51
90
5.
59
2 
40
.7
43
 

4
 

15
16
1 
01
84
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
7 
9.
9 
2.
1 
0.
1
3
 
1
 
11
5 
。

F
I
W
-
Y
層
-2
57
83
.3
94
 
51
90
5必
5
40
.7
ω 

4
 

15
16
1 
01
85
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

3.
3 
7.
9 
0.
8 
0.
01
 
L
 

F
I
W
-
Y
層
-2
57
83
.1
55
 
51
鈎
5必
9
40
.6
92
 

4
 

15
16
1 
01
86
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
8 
2.
6 
0.
8 
0.
01
 
P
 

F
I
W
-
Y
層
-2
57
83
.0
67
 
51
卯
5.
42
1
40
.7
68
 

4
 

15
16
1 
01
87
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
3 
7.
2 
1.
9
 
0.
1
0
 
l
 1
28
 
。

H
 W
-
Y
層
-2
57
82
.9
75
 
51
90
5.
33
8
 
40
.7
69
 

4
 

15
16
1 
01
88
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

19
.3
 
3.
9 
2.
3 
0.
09
 
P
 

3
 

L
 
F
I
W
-
Y
層
-2
57
82
.9
95
 
51
90
5.
49
1 
40
.7
65
 

4
 

15
16
1 
01
89
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

8.
1 
5.
4 
1.
9
 
0.
04
 
1
 
12
5 

L
 
F
I
W
-
Y
層
-2
57
82
.9
62
 
51
90
5.
61
1 
40
.7
09
 

4
 

15
16
1 
01
91
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

20
.8
 
7.
0 
3.
7 
0.
31
 

2
 

R
 
H
 W
-
Y
層
-2
57
83
.5
25
 
51
90
6.
09
4 
40
.7
62
 

4
 

15
16
1 
01
92
 剥
片

安
山
岩
A

13
.2
 
10
.4 
3.
9 
0.
54
 
I
 
12
2 
。
。
1
 

2
 
L
 
F
I
W
-
Y
層
-2
57
83
.5
80
 
51
90
6.
06
3 
40
.7
18
 

4
 

15
16
1 
01
94
 剥
片

安
山
岩
A

6.
3 
13
.1
 
3.
0 
0.
21
 
1
 
11
8 

1
 
1
 
T
 
W
-
Y
層
-2
57
83
.8
46
 
51
90
6.
34
4 
40
.7
51
 

4
 

15
16
1 
01
95
 砕
片

安
山
岩
A

7.
2 
4ι
3 
2.
2 
0.
07
 
1
 
12
0 

H
 W
-
Y
層
-2
57
83
.9
57
 
51
鈎
6.
47
7
40
.7
28
 

4
 

15
16
1 
01
97
 砕
片

安
山
岩
A

7.
6 
ι
3
 
1.
5
 
0.
06
 
L
 

F
I
W
-
Y
層
-2
57
84
.1
72
 
51
鈎
6.
67
3
40
.7
12
 

4
 

15
16
1 
01
99
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

15
.1 
6.
3 
2.
7 
0.
1
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15
10
9 
00
61
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
1
8
 
11
.3
 
18
.0
 
4.
9 
0.
87
 
L
 
。
。
3
 
l
 

F
I
N
-
V
層
-2
57
5
1.
5
2
7
 
51
94
7.
26
2 
40
.7
45
 

5
 
33
 
15
I0
9
 0
0
8
3
 事
l片

珪
質
頁
岩
A
1
8
 
13
.8
 
14
.3 
2.
5 
0.
36
 
I
 
12
0 
。
4
 

F
 
N
-
V
層
-2
57
5
1.
7
9
4
 
51
94
6.
94
4 
40
.8
59
 

5
 

15
I0
9
 0
00
1 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

5
.4 
7
.4 
1.
4
 
0.
06
 
I
 
11
0 
。

T
 

E
層
-2
57
5
1.
7
9
3
 
51
94
5.
53
0 
40
.8
43
 

5
 

15
I0
9
 0
0
0
2
 事
l片

珪
質
頁
岩
A
2

14
.2
 
2
4.
4 
13
.5
 
3.
03
 

4
1
3
 
。
E
層

ー2
5
7
5
1.
3
2
9
51
94
5.
96
7 
40
.9
53
 

5
 

15
I0
9
 0
0
0
3
 磯
片

砂
岩

」
ー
~
ι
3.
2 
0.
51
 

E
層
-2
57
50
.2
03
 
51
94
5.
51
1 
40
.7
90
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第
1
7
表
旧
石
器
観
察
表
(9
)

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材

接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(m
)

備
考

Na
 

番
号

Na
 
(
皿
)
(
皿
)
(
皿
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

5
 

15
10
9 
00
05
 
砕
片

経
質
頁
岩
A
l

9.
8 
7.
0 
1.
2
 
0.
08
 

l
 

H
 
H
 
E
層

ー
25
75
0.
97
8
51
94
6.
82
6 
40
.9
21
 

5
 

15
10
9 
00
06
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

4.
5 
6.
7 
1.
6
 
0.
05
 

H
 
H
 
皿
層
-2
57
5
1.
54
2 
51
94
6.
73
1 
40
.8
72
 

5
 

15
10
9 
00
07
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

8.
0 
10
.5
 
1.
5
 
0.
1
0
 
12
5 
。

3
 

L
 
F
 
E
層

ー2
57
5
1.
79
3
51
94
6.
76
1 
40
.8
47
 

5
 

15
10
9 
00
09
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A

16
.8
 
12
.6
 
3.
6 
0.
41
 
12
6 
。

R
 
F
 
E
層
-2
57
5
1.
55
5 
51
94
6.
53
9 
40
.9
30
 

5
 

15
10
9 
00
11
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
3 
4.
2 
0.
8 
0.
02
 
P
 
。

F
 
皿
層

ー2
57
5
1.
63
6
51
94
6.
63
0 
40
.9
05
 

5
 

15
10
9 
00
12
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
3 
4.
2 
1.
0
 
0.
01
 
I
 
11
8 
。

F
 
皿
層
-2
57
5
1.
42
1 
51
94
6.
56
5 
40
.8
85
 

5
 

15
10
9 
00
13
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
3 
7.
5 
1.
7
 
0
.1
0
 
1
 
10
8 
。

F
 
E
層
-2
57
5
1.
49
8 
51
94
6.
63
3 
40
.8
95
 

5
 

15
10
9 
00
14
 
際

チ
ャ
ー
ト

5.
5 
5.
0 
2.
4 
0.
09
 

E
層
25
75
1.
38
1 
51
94
6.
60
2 
40
.8
25
 

5
 

15
10
9 
00
15
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

6.
4 
7.
3 
2.
1 
0.
1
0
 
1
 
11
6 

L
 
F
 
田
層
-2
57
5
1.
43
7 
51
94
6.
23
3 
40
.6
28
 

5
 

15
10
9 
00
16
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
4 
11
.5
 
5.
9 
0.
43
 
I
 
12
3 

2
 

l
 
。
E
層
-2
57
5
1.
53
0 
51
94
6.
68
5 
40
.8
52
 

5
 

15
10
9 
00
17
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
2 
12
.0
 
3.
0 
0
.2
8
 
I
 
12
0 
。

3
 

F
I
N
~
V
層
-2
57
5
1.
21
7 
51
94
7.
91
8 
40
.8
67
 

5
 

15
10
9 
00
18
 
剥
片

1主
質
頁
岩
A
l

5.
2 
15
.4 
4.
8 
0.
28
 
L
 
。

2
 I
 1
 

F
I
N
~
V
層
-2
57
5
1.
32
4 
51
94
8.
03
4 
40
.8
69
 

5
 

15
10
9 
00
20
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
0 
13
.5
 
2
.2 
0.
23
 
l
 
12
3 
。

2
 

T
 
E
層
25
75
1.
63
4 
51
94
7.
07
7 
40
.9
95
 

5
 

15
10
9 
00
23
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

11
.
4
 
8.
4 
1.
7
 
0
.1
7
 
I
 
12
0 

3
 

H
 
皿
層

一
25
75
1.
87
4
51
94
7.
32
8 
40
.9
73
 

5
 

15
10
9 
00
24
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

6.
1 
1 1
.6
 
1.
7
 
0
.1
0
 
。

H
 
H
 
E
層

ー
25
75
1.
87
5
51
94
7.
53
8 
40
.9
50
 

5
 

15
10
9 
00
25
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

13
.3
 
19
.5
 
1.
8
 
0.
36
 
1
 
11
2 
。

3
 
l
 

H
 I
 N
~
V
層
-2
57
5
1.
95
1 
51
94
7.
82
2 
40
.8
68
 

5
 

15
10
9 
00
27
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
7 
14
.8
 
3.
1 
0.
28
 
l
 
11
3 
。

2
 

H
 
E
層

一
25
75
2.
10
4
51
94
7.
30
6 
40
.9
30
 

5
 

15
10
9 
00
29
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
l

9.
5 
14
.6
 
3.
4 
0
.4
1
 
I
 
12
1 
。

H
 
町
~
V
層
ー
25
75
2.
54
3
51
94
7.
65
4 
40
.9
50
 

5
 

15
10
9 
00
31
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
I

11
.5
 
16
.7
 
3.
8 
0.
59
 
2
 
10
7 
。

l
 
1
 

H
 I
 N
~
V
層
-2
57
52
.4
70
 
51
94
7.
86
7 
40
.8
75
 

5
 

15
10
9 
00
34
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

14
.7
 
13
.5
 
4.
3 
0.
51
 
11
0 

L
 
H
 
町
~
V
層
-2
57
52
.3
58
 
51
94
8
.1
98
 
40
.9
25
 

5
 

15
10
9 
00
35
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9.
5 
7.
6 
2.
6 
0
.1
9
 
P
 
。

L
.
R
 
H
 
田
層
25
75
2.
12
0 
51
94
6.
90
2 
4
1.
03
2 

5
 

15
10
9 
00
40
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
I

6.
4 
6.
7 
3.
7 
0
.1
0
 
2
 
12
2 
。

F
 I
 N
~
V
層
-2
57
52
.3
51
 
51
94
6.
95
8 
40
.9
05
 

5
 

15
10
9 
00
41
 

遺
物
な
し

E
層
-2
57
52
.5
61
 
51
94
6.
24
6 
4
1.
20
5 

5
 

15
10
9 
00
42
 
剥
片

1圭
質
頁
岩
A
2

17
.9
 
15
.6
 
4.
0 
0.
97
 
l
 
12
3 
。

3
 

L
 
H
 
町
~
V
層
25
75
2.
90
1 
51
94
6.
97
5 
40
.8
42
 

5
 

15
10
9 
00
44
 
剥
片

政
質
頁
岩
A
2

10
.8
 
8.
1 
2.
8 
0
.1
6
 
1
 
12
0 
。

1
 

L
T
 
H
 
E
層

ー
25
75
3
.1
44
51
94
6.
67
5 
4
1.
01
4 

5
 

15
10
9 
00
45
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

7.
3 
10
.9
 
2.
5 
0
.2
1
 
3
 
13
5 

5
 

L
 
。
皿
層
25
75
3.
14
5 
51
94
6.
53
7 
4
1.
01
0 

5
 

15
10
9 
00
48
 
剥
片

1圭
質
頁
岩
A
2

8.
9 
20
.5
 
4.
5 
0
.4
9
 
I
 
12
7 

4
 
F
 
皿
層
-2
57
53
.2
14
 
51
94
5.
94
4 
4
1.
02
4 

5
 

15
10
9 
00
50
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

7.
3 
4.
2 
0.
9 
0.
03
 
P
 

F
 
困
層

ー
25
75
3.
05
2
51
94
5.
73
1 
4
1.
04
0 

5
 

15
10
9 
00
51
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

8.
6 
10
.5
 
2.
8 
0
.2
4
 
l
 
10
8 

1
 
I
 
R
'
T
 

皿
層
-2
57
54
.0
43
 
51
94
5.
35
0 
4
1.
02
2 

5
 

15
10
9 
00
52
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

20
.6
 
17
.1 
4.
7 
1.
07
 

3
 

R
 
H
 
N
~
V
層
-2
57
54
.0
54
 
51
94
5.
1
50
 
40
.8
74
 

5
 

15
10
9 
00
54
 
使
用
痕
の
あ
る
剥
片
珪
質
頁
岩
A
l

10
.0
 
14
.2 
3.
1 
0
.4
1
 
l
 
12
2 
。

2
 

R
 
H
 
N
~
V
層
-2
57
5
1.
95
2 
51
94
7
.2
03
 
40
.9
37
 

5
 

15
10
9 
00
56
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

10
.7
 
15
.9
 
3.
6 
0.
58
 
L
 
。
2
 

2
 
。

N
~
V
層
-2
57
52
.1
86
 
51
94
7.
26
0 
40
.8
32
 

5
 

15
10
9 
C
日
57
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

9
.4 
4.
0 
2.
3 
0.
05
 
P
 

。
N
~
V
層
-2
57
5
1.
97
4 
51
94
7
.2
87
 
40
.9
81
 

5
 

15
10
9 
00
58
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

10
.5
 
13
.6
 
4.
1 
0.
41
 
C
 
10
2 

H
 
N
~
V
層
25
75
1.
78
1 
51
94
7.
14
4 
40
.8
90
 

5
 

15
10
9 
00
62
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
2 
9.
9 
3
.1 
0.
1
3
 
11
8 
。

F
 
N
~
V
層
-2
57
52
.1
94
 
51
94
7.
48
4 
40
.8
40
 

5
 

15
10
9 
00
66
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
2

18
.1 
14
.6
 
4.
0 
0.
82
 
I
 
12
6 
。

2
 

L
'
R
 
F
 
町
~
V
層
-2
57
53
.2
48
 
51
94
6.
69
7 
40
.9
28
 

5
 

15
10
9 
00
67
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

8.
0 
6.
8 
1.
9
 
0.
06
 
l
 
10
8 

H
 
N
~
V
層
25
75
1.
75
6 
51
94
7
.2
54
 
40
.8
80
 

5
 

15
10
9 
00
69
 
砕
片

経
質
頁
岩
A
l

7.
4 
8.
6
 
1.
4
 
0.
1
0
 
I
 
11
1 
。

H
 
町
~
V
層
-2
57
5
1.
95
9 
51
94
7.
38
7 
40
.8
41
 

5
 

15
10
9 
00
70
 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
4 
6.
3 
1.
3
 
0.
05
 
l
 
11
4 
。

T
 

N
~
V
層
25
75
1.
75
2 
51
94
6.
95
6 
40
.9
44
 

5
 

15
10
9 
日目
71
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

5.
5 
10
.3
 
1.
5
 
0.
07
 
L
 
。

2
 

H
 
W
層
上
部
-2
57
52
.2
46
 
51
94
6.
93
5 
40
.8
07
 

5
 

15
10
9 
00
72
 
剥
片

珪
質
頁
岩
A
l

12
.1 
4.
8 
3.
4 
0
.4
0
 
11
6 
。

R
 
H
 
N
~
V
層
-2
57
5
1.
59
5 
51
94
7
.1
95
 
40
.8
70
 

耐 明 E 当 田 州 四 砂 耐 用 事
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第
18
表
旧
石
器
観
察
表
(
1
0)

嚇 E 醐 司 固 叫 町 四 砂 脳 事

石
器
集
中
挿
図
グ
リ
ッ
ド
遺
物

器
種

石
材
接
合
最
大
長
最
大
幅
最
大
厚
重
量
打
面
打
打
面
頭
部
背
面
構
成

折
面
末
層
位
X
座
標
Y
座
標
標
高
(
m
)

備
考

N
n
 

番
号

N
n
 
(
皿
)
(
皿
)
(
醐
)
(
g
)
 
形
状
角。
調
整
調
整
C
I
S
 
H
I
T
 R
I
L
 
D
I
V
 
部
位
端

5
 

15
I0
9
 0
0
7
4
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
1

7.
9 
12
.6
 
2.
1 
0
.1
7
 
P
 
。

3
 

H
 N
-
V
層
-2
57
5
1.
9
4
5
 
51
94
7.
05
9 
40
.9
02
 

5
 

15
I0
9
 0
0
7
5
 剥
片

珪
質
頁
岩
A
1

9.
3 
13
.2
 
2.
7 
0.
29
 
。

H
 
H
 N
-
V
層
ー2
5
7
5
1.
9
6
8
51
94
7.
33
5 
40
.8
99
 

5
 

15
I0
9
 0
0
7
6
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

9.
3 
9.
2 
2.
7 
0.
17
 
1
 
12
0 
。

2
 

H
I
N
-
V
層
-2
57
5
1.
5
8
8
 
51
94
7.
00
9 
40
.7
89
 

5
 

15
I0
9
 0
0
7
7
 礁

チ
ャ
ー
ト

6.
5 
5.
5 
2.
4 
0
.1
2
 

N
-
V
層
-2
57
5
1.
7
3
2
 
51
94
7.
06
0 
40
.8
72
 

5
 

15
I0
9
 0
0
7
9
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

6
.1 
3.
2 
0.
8 
0.
01
> 

H.
L 
F
 
N
-
V
層
-2
57
52
.0
48
 
51
94
7.
00
6 
40
.8
50
 

5
 

15
10
9 
0
0
8
0
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

4
.1 
5.
9 
2.
1 
0.
05
 

H
 
H
 N
-
V
層
-2
57
52
.0
82
 
51
94
7.
24
0 
40
.8
38
 

5
 

15
I0
9
 0
08
1 
砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

8.
3 
8.
6 
2.
5 
0.
19
 
P
 
。

H
 N
-
V
層
ー2
5
7
5
1.
9
5
9
51
94
7.
14
3 
40
.8
06
 

5
 

15
10
9 
0
0
8
2
 砕
片

珪
質
頁
岩
A
1

8.
5 
13
.9
 
3.
3 
0.
28
 
1
 
11
7 
。

2
 

T
 
N
-
V
層
ー2
5
7
5
1.
8
4
4
51
94
7.
25
4 
40
.8
05
 

6
 

13
J8
4 
0
0
0
7
 調
整
痕
の
あ
る
剥
片
安
山
岩
A
1

22
.5
 
15
.5
 
6.
6 
2.
39
 

N
-
V
層
-2
56
94
.0
55
 
51
97
4.
03
6 
4
1.
5
0
3
 

6
 
2
 
13
J7
5 
0
0
1
2
 剥
片

チ
ャ
ー
ト
1

18
.
1
 
13
.5
 
5.
9 
1.
2
9
 
C
 
11
4 
。
l
 

L
T
 
羽
層
上
部
-2
56
89
.2
65
 
51
97
6.
76
1 
4
1.
2
9
5
 

6
 
3
 
13
J7
5 
0
0
0
8
 剥
片

チ
ャ
ー
ト
I

18
.2
 
25
.0
 
6.
0 
2
.4
5
 
l
 
12
7 
。

H
 V
I
層
上
部
-2
56
89
.8
81
 
5
1
9
7 6
.4
11
 
4
1.
3
1
4
 

6
 
4
 
13
J7
5 
0
0
0
1
 
削
器

チ
ャ
ー
ト
2

23
.2
 
17
.3
 
5.
5 
2.
48
 
。

L
 
H
 町
-
V
層
-2
56
88
.1
9
4
 
51
97
6.
02
6 
4
1.
5
1
4
 

6
 
5
 
13
J8
5 
00
01
 
剥
片

チ
ャ
ー
ト
2
l
 
7
.1 
15
.8
 
2.
8 
0.
26
 
l
 
12
6 

2
 

H
 V
I
層
上
部
-2
56
90
.5
77
 
5
1
9
7
5
目
9
4
8
4
1.
31
1 

6
 
6
 
13
J7
5 
0
0
0
4
 剥
片

チ
ャ
ー
ト
2
1
 
20
.0
 
2
1.
0
 
5.
5 
1.
1
3
 
l
 
11
3 
。

4
 

R
 
F
 
N
-
V
層

守
25
68
9.
12
1
51
97
5.
94
7 
4
1.
4
0
5
 

6
 
7
 
13
J7
5 
0
0
0
9
 剥
片

チ
ャ
ー
ト
2
1
 
27
.2
 
14
.8
 
5.
7 
2.
09
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香山新田安戸台遺跡

第3節縄文時代

1 遺構(第37・38図，図版6) 

1号土坑 15]10グリッドで検出された。緩く扶れた台地の奥部縁辺付近にあり，長軸方向は谷に並行とな

っている。平面形は長楕円形で一端がややすぼまり，確認面での大きさは長軸2.36mx短軸1.16m，確認面

からの深さは0.52mで、ある。長軸方向はN-170 -Eである。底面は凸凹を呈し，長軸O.4mの浅い掘り込みがみ

られる。覆土中から遺物は出土していない。確認面の標高が低く，陥穴の底面近くが残ったものとも解釈

されるが，形状・深さ・覆土の状況等からは確証がないので ここでは土坑としておく。

2号土坑 13J50グリッドで検出された。台地先端部付近にあり，確認面での平面形は楕円形を呈する。大

きさは長軸2.08mx短軸1.40mで，底面は半分を削平してしまっているが，一辺約1.0mほどの隅丸方形に近

い形状を呈していたと推測される。確認面からの深さは2.78mと深く，底面は常総粘土層に達している。壁

はほぼ垂直に立ち上がっている。長軸方向はN・690 -Eである。

士層断面の観察によると下位の 9~14層はローム粒を含み，粘性・しまりが顕著で、水平体積となるなど，

土坑機能当時に壁等が崩落して堆積したものとみられ，その直上に堆積する黒色土は(図版6参照)，旧表

土起源のものと考えられ，本土坑を埋め戻した当初の土と理解される(人為的かどうかは疑問)0 7層より

上位は通常の陥穴等にみられるものと同様で，自然堆積と捉えることができる。覆土中から遺物は検出さ

れていない。

1号陥穴 14173・74グリッドにまたがって検出された。舌状台地中央部にあり，長軸方向は台地先端部に

向かつて谷と並行となっている。確認面での平面形は長楕円形を呈し，大きさは長軸2.04mx短軸1.16m，

底面は長軸1.68mX短軸0.48mの長楕円形を呈している。確認面からの深さは1.48mで、ある。長軸方向はN-

600 -Eである。壁は短軸方向はほぼ垂直となり，長軸方向は底面から約0.6mのところで大きく扶れている

のが特徴である。覆土中から遺物は出土していない。

2号陥穴 13J85・95グリッドにまたがって検出された。舌状台地先端部付近にあり，長軸方向は南東側の

谷に向かつて等高線に垂直となっている。確認面での平面形は長楕円形を呈し，大きさは長軸2.44mX短軸

1.20mで，底面は長軸3.25mX短軸0.20mの棒状を呈している。確認面からの深さは2.00mである。長軸方向

はN・240 -wである。短軸方向の断面はV字状で急な角度で立ち上がり，長軸方向は袋状を呈している。覆
土中から遺物は出土していない。

2 遺物(第39・40図，図版11)

縄文土器片が若干であるが採集されている。 1・2・4は撚糸文土器で， 1は胴部片であまり明瞭でな

いが撚糸文L，2は胴部片で比較的密な条の撚糸文L，3は底部付近で撚糸文Rが施文されている。それ

ぞれ別個体で， 2は施文後，全体的に軽く磨り消されている。早期稲荷台式土器である。 3は繊維混入し

た無文の胴部片で，内面は縦位にナデられている。田戸上層から子母口式に並行するものと考えられる。

5は波状沈線， 6はLR縄文， 7は変形爪形文が施文された胴部小破片で，前期浮島式並行のものである。

8はチャート製の石畿で14199グリッドから出土した。 18.2X 11.1 X 3.lmm， 0.49go 

注1 川島利道・雨宮龍太郎 1985 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V Nu2遺跡 NulO遺跡j(財)千
葉県文化財センター

2 島立 桂・新田浩三・渡辺修一 1992 I下総台地における立川ローム層の層序区分平成 2. 3年度職員研

修会から一Jr研究連絡誌』第35号(財)千葉県文化財センター

。。
戸町

υ



香山新国安戸台遺跡
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取香和国戸遺跡

第3章取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)

第1節調査の概要

1 調査の方法と成果(第42図)

発掘調査を始めるにあたり，公共座標に基づきグリッドを設定したが，その基準を昭和53年度から55年度

の調査で設定したものを踏襲することにした。すなわち，調査対象区域に公共座標に合わせて50mx50m 

の大グリッドを設定し，さらに，その大グリッド内を 5mx5mに分割し， 100個の小グリッドとした。大

グリッドはx=ー24.400・Y=50.150を基準点OAとし，北から南へ0，1， 2， 3・・・・・・，西から東へA，

B， C......と記号をつけ，小グリッドについては北から南へ00，10，・・・・， 90，西から東へ00，01， 

"， 09と番号をつけ，これ等を組み合わせて呼称することにした。今回の調査地点は 2M， 0 N， 1 N， 

00， 10大グリッドにあたる。

調査地点は，第2旅客ターミナルピルの北側およそ 1kmに位置し，暫定平行滑走路の誘導路として計画

された。隣接して未買収地があることにより，調査地点は大きく 2地点に分断されている。北東側の3.480

dの範囲は大半がE層上面まで耕作による撹乱を受けており，さらにそのうちの東側の多くはE層上面ま

で削平を受け，新たに土砂が敷き積められていた。従って，上層の包含層が存在していた可能性もあるが，

遺物はまったくといっていいほど見られず，本調査は不要と判断した。一方，南西側の520niの範囲につい

ては，縄文時代早期(井草1• 11式)の良好な包含層がほぼ全面にわたって広がることが確認され，全域

を本調査範囲とした。

他方，下層については縄文時代早期遺物包含層を確認した南西側調査区から，細石刃石核と剥片をそれ

ぞれ1点ずつ検出したが，いずれも揖乱層中からの出土であった。これらの遺物が本来包含されていたと

考えられるE層中からは，他に遺物の出土が見られなかったことから，本調査の必要は無いと判断した。

2 基本層序(第41図，図版13)

撹乱が少なく比較的良好に残存している土層断面として，縄文遺物包含層内2M48グリッド南壁の上層か

ら下層にかけての断面図を第41図に掲載した。以下はその層序説明である。

1(1層) 耕作土，黒色土 (7.5YR2/1)
2 (1層) 黒褐色土 (7.5YR2/2)
3 (ll a層) 黒褐色土 (7.5YR3/1)• 耕作の影響で撚糸文土器を多く含む。 40.000m
4 (ll b層) 暗褐色土 (7.5YR3/3)• 耕作の影響で撚糸文土器を多く含む。

黒褐色土 (7.5YR3/2)30%-40%混在。
5 (ll c層) 黒褐色土 (7.5YR3/2)• 耕作の影響で撚糸文土器を多く含む。
6 (llc層) 極暗褐色土 (7.5YR2/3)，撚糸文土器包含層の中心。
7 (ll c層) 極暗褐色土 (7.5YR2/3)• 撚糸文土器包含層の中心。暗褐色土

(7.5YR3/4) 25%混在。
8 (m a層) ソフトローム層，暗褐色土 (7.5YR3/4)• 上部に撚糸文土器が 39.000m 

くい込む。極暗褐色土 (7.5YR2/3)15%混在。
9 (m b層) ソフトローム層，褐色土 (7.5YR4/3)
10 (N層) ソフトローム層，褐色土 (7.5YR4/3)
11 (V層) ハードローム層，褐色土 (7.5YR4/3)
12 (羽層) AT包含層，火山ガラス多く含む，褐色土 (7.5YR4/3-4/4) 
13 (四層) ハードローム層，褐色土 (7.5YR4/3)• 羽層に比べやや暗い色調。
14 (IX a層) 暗褐色土 (7.5YR3/4)• 黒色スコリア含む。 38.000m
15 (医c層) 暗褐色土 (7.5YR3/4)• 赤色スコリア・黒色スコリア含む。
16 (X層) 立川ローム最下層，褐色土 (7.5YR4/4)• ソフト化している。
17 (X 1層) 武蔵野ローム最上層，褐色土 (7.5YR4/6)• ソフト化している。

※土色は『標準土色帳』に拠った。 第41図 基本層序 (2M48南壁)(1/40) 
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取香和田戸遺跡

第2節遺物

1 土器(第43図~46図，図版15~17)

縄文時代に属する土器は，本調査520ばとした地点のほほ全面で，総数876点の破片を確認した。土器は

ほぼ早期のものと考えられ，更にその大半が井草式土器である。

昭和53~55年度の隣接調査地点(I地点)の出土状況を見ると，撚糸文系土器の出土量が卓越しており，

今回の調査結果も全く同様の傾向を示している。第43図の土器分布状況を見ると， 2M30ライン上のグリッ

ドについては未確認ながら，本調査範囲中に多少の濃淡はあるものの，ほとんど偏ることなく一様に出土

しているのがわかる。当然のこととして，隣接する未調査区域にも同様な密度の包含層の存在が想定され

る。

口縁部破片は101，点確認できるが，内訳は井草 I式が70点，井草E式が31点である。第20表に主な土器の

遺物番号，型式，部位，出土層位を示した。

1 ~41は井草 I 式土器の口縁部破片である( 4のみ口唇部欠損)。いずれも胎土には砂粒を多く含み，焼

成は概ね良好である。色調は黒褐色を基調とする。施文は縄文のみによって行われ， 10・19を除き単節RL

を原体として用いている。 1・4は，横位の縄文原体圧痕(単節RL)が施文されるものである。 1は推定

口径が約20cmであり，寸胴に近いものの，胴部から口縁部にかけてわずかに開く器形である。口縁部直下

の原体圧痕は，横位 3条を基本とする。だが，最上段のものは，途切れる部分があったりするなど，下 2

段に比して非常に不安定な施文である。 4も口縁部直下の原体圧痕と思われるが，破片上部が欠損してい

るため詳細は不明である。 2・3・6は口縁部外端に，原体圧痕(単節RL)が縦位に施文されるものであ

る。この文様は，いわゆる「刻み」のような施文効果があると考えられる。 5・8・15・23・20・21・

23・24・27・28・33は頭部が無文帯となり， 24・27の頭部には指頭圧痕が観察される。また， 2 . 3・

6・7・9・11・13・14・22などは頭部の縄文が横位ないし斜位に施文され，胴部の縦位縄文と施文帯を

分割する意図が明確に見られるものである。他のものの頭部については，残存状況によるものも含めて，

無文帯や施文帯の形成が明瞭さを欠く傾向にあり，消失へと向かう段階のものと考えられる。なお， 10は

口縁部内面に縄文が施文されているが，これはより古い段階の特徴が残存しているものと思われる。

42~60は井草 E 式土器の口縁部破片である。口縁部の肥厚及び外反が弱くなり，頚部の施文帯がほぼ消

失しているものが相当する。上記の井草I式土器に比して，胎土中の砂粒がやや少量となる傾向にあるが，

総じて製作的特徴は類似する。原体は単節RLが大半であるが，口縁部に単節LRを施文するもの (42) もみ

られる。なお， 56~60については，以下に述べるように異質な特徴が見られ，編年的位置について再考の

余地があることを指摘しておく。 56は頚部が無文となるが，施文域との境界は不明瞭で，胎士の砂粒も少

ない。 57は胎土及び器形については井草E式と同様の特徴を示すが，原体を縦方向にヲ|いた集合沈線状文

様がみられる。この文様は撚糸文終末期に見られるものである。 58~60は，縄文施文後にナデが加えられ

ており，文様は痕跡程度となっており，原体等は判然としない。

61~106は，撚糸文土器の胴部破片である。上記の両型式に属するものが混在していると思われるが，分

別が困難なため一括して取り扱うこととした。なお， 96~99は縄文の施文方向を変えることで，施文帯を

分割したと考えられ，井草 I 式である可能性が高い。 100~102は底部に近い部分の破片である。 103~106

はまばらな縄文が施文されており， 58~60の胴部であると思われる。 107は口径約9.4cm，高さ約7.2cmほどの

小形土器である。口縁部が外反し，丸底，無文である。胎土には砂粒が少量含まれる程度である。
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取香和田戸遺跡

第20表出土土器一覧

挿番号図
記
遺物番号 型式 部位 出土層位

挿図 員己
遺物番号 型式 部位 出土層位

号 番号 号。2M57-5 井草I口縁部 JIc中 61 • 2M57-15 撚糸文 胴部 JIc下

2 。2M57-2 井草I日縁部 JIc上 62 • 2M77-33 撚糸文 胴部 JIc中

3 。2M77-73 井草I口縁部 JIa 63 • 2M77 -20.2M76-80 撚糸文 胴部 JIc下.JI c 

4 。2M65-27.29 井草 I口縁部 JI c. JI c 64 • 2M86-52 撚糸文 胴部 JIa 

5 。2M56-35.39 井草I口縁部 JI c. JI c 65 • 2M45-7 撚糸文 胴部 JIa 

6 。2M56-18 井草I口縁部 JIa 66 • 2M57-21 撚糸文 胴部 JIc上

7 。2M57-17 井草I口縁部 JIc上 67 • 2M5与27 撚糸文 胴部 JIa 

8 。2M66-34 井草I口縁部 JIc 68 • 2M55-41.78 撚糸文 胴部 JIc上.JI c 
9 。2M64-11.25 井草I口縁部 JI c. JI c 69 • 2M65-75 撚糸文 胴部 JIc 
10 。2M54-6 井草I口縁部 JIa 70 • 2M45-2 撚糸文 胴部 JIa 
11 。2M58-36 井草I口縁部 JIa 71 • 2M55-32 撚糸文 胴部 JIc上
12 。2M7ふ15 井草I口縁部 JIc 上 72 • 2M56-7 撚糸文 胴部 JIc下
13 。2M66-51 井草I口縁部 JIc 73 • 2M57-37 撚糸文 胴部 JIc 
14 。2M54-3 井草I口縁部 JIa 74 • 2M55-35 撚糸文 胴部 JIc上
15 。001一括 井草 I口縁部 75 • 2M55-10 撚糸文 胴部 JIc上
16 。2M54-2 井草 I口縁部 JIa 76 • 2M95-4.5 撚糸文 胴部 JI a. JIa 
17 。2M57-31 井草 I口縁部 JIc上 77 • 2M55-15 撚糸文 胴部 JIa 
18 。2M96-1 井草I口縁部 JIc下 78 • 2M67-81 撚糸文 胴部 JIc 
19 。2M45-6 井草I口縁部 JIa 79 • 2M65-55 撚糸文 胴部 JIc 
20 。2M53-1 井草I口縁部 JIc上 80 • 2M53-4 撚糸文 胴部 JIc下
21 。2M64-23 井草I口縁部 JIc 81 • 2M56-13 撚糸文 胴部 JIc下
22 。2M64-24 井草I口縁部 JIc 82 • 2M76-86 撚糸文 胴部 JIc 
23 。2M45-3 井草I口縁部 JIc上 83 • 2M77-12 撚糸文 胴部 JIc下
24 。2M77-121 井草I口縁部 JIc 84 • 2M75-52 撚糸文 胴部 JIc 
25 。2M75-40 井草I口縁部 JIc上 85 • 2M45-20 撚糸文 胴部 JIc 
26 。2M75-32 井草I口縁部 JIc 86 • 2M76-52 撚糸文 胴部 JIa 
27 。2M45-4 井草 I口縁部 JIcJ二 87 • 2M45-1 撚糸文 胴部 一括

28 。2M58-38 井草 I口縁部 JIc 88 • 2M48-2 撚糸文 胴部 JIc上
29 。2M65-18 井草I口縁部 JIa 89 • 2M65-14 撚糸文 胴部 JIc 
30 。2M65-37 井草I口縁部 JIa 90 • 2M55-11 撚糸文 胴部 JIc上
31 。2M75-42.2M96-11.12 井草I口縁部 JI c. JI a. JIa 91 • 2M68-48 撚糸文 胴部 JIc 
32 。2M65-23 井草I口縁部 JIa 92 • 2M57-36 撚糸文 胴部 JIc 
33 。2M45-15 井草I口縁部 JIc 93 • 2M65-1 撚糸文 胴部 JIc下
34 。2M67-36.2M87-36フ 井草I口縁部 JIa 94 • 2M65-61 撚糸文 胴部 JIc 
35 。2M86-26 井草I口縁部 JIa 95 • 2M65-1 1.56 撚糸文 胴部 JI c， JI c 
36 。2M57-41 井草 I口縁部 JIc 96 • 2M77-115 撚糸文 目同部 JIc 
37 。2M56-10 井草I口縁部 JIa 97 • 2M67-75 撚糸文 胴部 JIc 
38 。2M77-44 井草I口縁部 JIc下 98 • 2M65-51 撚糸文 胴部 JIc 
39 。2M85-29 井草I口縁部 撹乱層中 99 • 2M57-40 撚糸文 胴部 JIc 
40 。2M68-51 井草I口縁部 JIc 100 • 2M76-51 撚糸文 胴部 JIa 
41 。2M77-1O 井草I口縁部 JIc上 101 • 2M64-27 撚糸文 胴部 JIc 
42 。2M57-13 井草H口縁部 JIc下 102 • 2M55-48.52 撚糸文 胴部 JI a， JI a 
43 。2M86-82 井草E口縁部 JIc 103 • 2M44-1 撚糸文 胴部 JIa 
44 。2M67-38 井草H口縁部 JIc 104 • 2M66-26 撚糸文 胴部 JIc 
45 。2M57る 井草E 口縁部 JIc中 105 • 2M66-48 撚糸文 胴部 JIc 
46 。2M85-35 井草E口縁部 JIc 106 • 2M6Eト57 撚糸文 胴部 JIc 
47 。2M47-5 井草H口縁部 JIc上 107 • 2M64-9 無文 ミーチュア JIc 
48 。2M47-8 井草E口縁部 JIc 
49 。2M77-47 井草H口縁部 JIc下
50 。2M65-47 井草E口縁部 JIc 
51 。2M66-24 井草H口縁部 JIa 
52 。2M55-4 井草E口縁部 JIc上
53 。2M75-14 井草E口縁部 JIc上
54 。2M76-53 井草E口縁部 JIa 
55 。2M56-8 井草E口縁部 JIc中
56 。2M55-79 井草E口縁部 JIc 
57 。2M57-26 井草H口縁部 JIc上
58 。2M64-4 井草E口縁部 JIa 
59 。2M75-20 井草E口縁部 JIc上
60 。2M64-17 井草E口縁部 JIc 
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2 石器(第43・47図，図版17)

確認調査・縄文時代包含層の本調査によって検出された石器類は72点である。その多くが包含層出土の

縄文土器と同時期のものと思われるが，旧石器時代・歴史時代の遺物も見られた。その内訳は細石刃石核

1点，削器1点，磨製石斧 1点，火打石 1点，剥片2点，完形疎・破損喋66点である。

分布密度は低く，実測図掲載資料は以下の4点のみである。

1は安山岩製の細石刃石核である。確認調査時に2M48グリッドから検出された(第43図)。出土層位はE

a層であり，耕作によって本来の包含層から遊離している。撚糸文土器と同レベルで検出されている。下

層の精査をしたが石器集中は検出されなかった。荒割りされた小礁を両極加撃によって半割し，分割面か

ら打面を形成している。細石刃剥離痕は 5~6 条観察される。作業面を正面にして右側面には蝶面が残置

する。 34.2x 27.4 x 15.3凹， 17.40g。旧石器時代。 2は凝灰岩製の削器である。節理面からの調整によって刃

部を形成している。 49.4x 28.4 x 17.lmm， 29.36go 3は凝灰岩製の小型磨製石斧である。縄文土器包含層から

検出された。扇平喋を素材として刃部と側縁を中心に研磨が施されている。器体上半部の擦痕状の傷は装

着時のものであるかもしれない。刃部には刃こぼれが目立つ。折断面にも研磨痕が一部観察されるので，

折断後も継続使用されたと思われる。 52.6x 24.3 x 7.0凹， 12.09g。縄文時代。 4は石英製の火打石である。

周縁の稜が火打金との接触によって「潰れ」ている。加撃によって半割している。 32.8x 22.3 x 23.5皿，

17.94 g。歴史時代。
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第4章まとめ

香山新田安戸台遺跡(空港No.9遺跡)

香山新田安戸台遺跡では，旧石器時代の石器集中地点7地点，炭化物集中地点 1地点を検出した。炭化

物の分布は四層下部~医層上部にあたり，比較的大きな炭化材を中心として径2mの範囲に密集している。

空港予定地内の遺跡では炭化物の集中地点が比較的多く検出されており，その大半が第2黒色帯に包含さ

れている点は注意される。出土層位に関係なく炭化物・焼土集中地点を検出した遺跡を挙げれば，岩山中

袋遺跡(空港Na2遺跡) 1) ・香山新聞新山遺跡(空港NalO遺跡) 2) ・香山新田中横堀遺跡(空港Na7遺跡)

3 )・古込遺跡(空港Na14・55・56遺跡)4)・天神峰最上遺跡(空港Na64遺跡) 5) ・東峰御幸畑西遺跡(空

港Na61遺跡) 6) ・十余三稲荷峰西遺跡(空港Na68遺跡) 7)等がある。ほとんどが石器を共伴しないが，石

器群と隣接して検出されたものもあるなど，いくつかのパターンが見られる。ただし調査担当者の意識

や調査方法の違いにより炭化物・焼土の検出は大きく左右されることから，それらの比較検討には注意を

要する。

石器集中地点は第 2 黒色帯を中心とする第 1 文化層と町層~V層を中心とする第 2 文化層に分離される。

第1文化層はお互いに隣接する石器集中地点が3か所検出され(石器集中 1~ 3)，石材の特徴などから同

一時期のものとして理解される。石器群としては零細で，分厚い剥片を素材とした求心的な剥片剥離によ

り幅広な剥片を剥離する工程が見られた。臨機的な剥片生産か，台形様石器の素材剥片生産を意図したも

のと推測されるが，後者であれば製品・調整剥片等は検出されていないため，別地点で最終的な調整が施

されたものと考えられる。

第 2 文化層は石器集中 4~6 の 3 地点が相当する。各地点とも個性的な様相を示している。石器集中 4

は珪質頁岩と安山岩の原石を搬入して，素材剥片生産から調整剥離に至るナイフ形石器生産の工程すべて

を残している。特に珪質頁岩を用いた接合資料2は，接合によって原石状態にまで復元することができた

点は注目される。通常は石器生産の工程は分割され，遺跡間(ブロック間)を連鎖する状況を呈すること

が多いなかで，ーか所の狭い範囲に集中的に遺物が残された要因は何であったのか興味深い(もちろん，

本地点に残されたナイフ形石器の大半は製作時に失敗したものがほとんどで，製品として完成したものは

余所へ持ち出していると思われ，すべてがこの地点で完結しているとは言えない)。

一方で，石器集中 4と同様に，狭い範囲に密集した出土状況を呈している石器集中 5では，石器集中 4

とよく似た珪質頁岩を用いているもののその個体は異なり，搬入された分厚い剥片を用いた剥片剥離や，

調整剥離によって剥がされた砕片類が多く検出され，その剥片剥離の工程には素材剥片剥離などの工程を

見ることはできない。

石器集中 5の切出形を呈するナイフ形石器の存在，石器集中 4の比較的粗々しいナイフ形石器の調整や

基部を一部扶るような調整などから武蔵野編年で言うところの rV~N下段階J の石器群と理解される。

そして，角錐状石器を伴わず，ナイフ形石器の形態にバラエティーが見られ，小型であること等の特徴か

ら，同段階のなかでもより新しい様相を本遺跡に見ることができょうか。角錐状石器を伴い比較的大振り

な切出形ナイフ形石器を伴う遺跡は空港予定地内でもいくつか類例を挙げることができる〔例えば天神峰

奥之台(空港ぬ65遺跡) 8) ・岩山中袋遺跡・香山新田新山遺跡・取香和田戸遺跡(空港Na60遺跡)引等〕
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が，本遺跡に見られるような様相を示す遺跡は少ないため，理解を困難なものとしている。少ない類例な

がら，成田市天神峰最上遺跡石器集中10には，珪質頁岩製の基部を扶る調整が施された小型のナイフ形石

器とともに，ホルンフェルスを用いた本段階に特徴的な横長剥片剥離が見られ，本遺跡との関連が深そう

である。また，佐原市の中山遺跡10)でも折断剥片を多産する黒曜石を主体とした石器群が検出され，石材

は異なるものの折断を多用する調整技術等はよく似たものと評価される。

石器集中 6はチャートの小礁を用いた剥片剥離が見られ，剥片剥離・石材等その様相は石器集中 4・5

と大きく異なることから，若干の時期差を想定する必要があると思われるが，ナイフ形石器の形態等から

は明確な位置づけを与えることはできない。

取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)

取香和田戸遺跡は，昭和53年度-55年度にすでに遺跡の大半の調査が終了し，その成果は，平成6年度刊

行の『新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書四』において報告された。それによると，今回報告した

平成12年度の調査区のうち北東地区は I地点の東側に隣接し，南西地区は I地点と H地点に挟まれた地域

の一部にあたる。

H . 1地点は取香川の源流域に広がる八つ手状の谷津に面しており，対岸の舌状台地には東峰御幸畑西

遺跡が存在する。 H. 1地点あわせて撚糸文期(井草式期)の竪穴住居跡が6軒，東峰御幸畑西遺跡から

は3軒が検出されている。住居跡周辺には撚糸文期の遺物包含層が広がり，土器片が濃密に分布している。

H . 1地点に隣接する今回報告した調査区のうち，北東地区はE層上面まで削平されており，上層遺

構・土器包含層についてはその存在を確認することができなかった。一方，南西地区には良好な縄文土器

包含層がひろがり，その時期も井草 I式 .II式を主体とすることが明らかとなったことから，前回の成果

とあわせて，土器包含層が谷側へのびていることは確実となった。また， H地点と I地点に挟まれたこの

地域には未調査区が広がり，同時期の遺物包含層をはじめ，竪穴住居跡等の遺構群の存在も予想されるこ

とから，今後の調査に期待したい。

前回の調査で， A-Lの各地点から旧石器時代の石器集中地点が46地点で検出されたため，石器群の検

出が期待されたが，下層確認調査では検出できず，上層土器包含層の調査時に細石刃石核が1点検出され

たのみであった。前回調査で，細石刃石器群はL地点から石器集中地点が 1か所検出されており，その関

連性が指摘されるが， L地点のものは黒曜石を主体とした円錐形の細石刃石核をともなう資料であり，両

地点はおよそ600m離れたところにあることなどから，今回報告した安山岩製の細石刃石核と直接的な関係

を積極的に評価することはできない。

空港予定地内ではこれまでに13遺跡から細石刃石器群あるいは関連遺物が検出されている。これらは細

石刃石核の技術形態的特徴と石材によって，以下のように大きく 3つに分類される 11)。

1.削片系の細石刃石核を伴う遺跡

〔東峰御幸畑西遺跡・ー鍬田甚兵衛山遺跡第4ブロック(彫刻刀形石器のみ)J 

1 黒曜石製の野辺山型細石刃石核を伴う遺跡

〔取香和田戸遺跡L・1ブロック・十余三稲荷峰遺跡(空港No.67遺跡一未報告)ω ・東三里塚吉野台遺跡(空港

No.3・51・52遺跡)ω ・香山新田新山遺跡N・Oブロック・天神峰最上遺跡〕

皿.非黒曜石製の野辺山型細石刃石核を伴う遺跡

〔岩山中袋遺跡第6ブロック・天神峰最上遺跡第24-26ブロック・木の根拓実遺跡(空港No.6遺跡) 14) .一
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鍬回甚兵衛山遺跡第1-3ブロック・ー鍬田甚兵衛山西(空港Na16遺跡) 15) ・十余三稲荷峰東遺跡(空港Na

66遺跡) 16) ・十余三稲荷峰遺跡・香山新田新山遺跡〕

今回報告した細石刃石核は，野辺山型の範曙におさまる資料と考えられ，石材に安山岩を用いていること

から， 1m.非黒曜石製の野辺山型細石刃石核を伴う遺跡Jに含まれるが，安山岩を用いた細石刃石核・細

石刃は空港予定地内では今だ知られておらず，希少なものである。

削片系の細石刃石核は，石材・石器製作技術等の諸点で明らかに北方系統のものであり時期的にもより

終末期に近いものである点については見解の一致をみるが，これら 3類型の関係については，いまだ解明

きれない部分が多く，その位置づけは流動的であるが，層位的な出土事例が充実する相模野台地では利用

石材の変遷が黒曜石から在地系の石材へ移行するという傾向が指摘されており，一つの参考となろう。

注1 川島利道・雨宮龍太郎 1985 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書V No. 2遺跡地10遺跡J(財)千
葉県文化財センター

2 注1川島・雨宮文献1985

3 西川博孝他 1984 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書N-No.7遺跡-.1(財)千葉県文化財センタ

4 野口行雄他 1983 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書mNo.14遺跡j(財)千葉県文化財センター
5 永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XV一天神峰最上遺跡(空港No.64遺跡)一』
(財)千葉県文化財センター

6 宮 重行・麻生正信・永塚俊司 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書xm一束峰御幸畑西遺跡
(空港No.61遺跡)一.1(財)千葉県文化財センター

7 宮 重行・永塚俊司他 2000 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XII一十余三稲荷峰西遺跡(空港
No.68遺跡)一J(財)千葉県文化財センター

8 横山仁・矢本節朗 1997 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X 一天神峰奥之台遺跡(空港No.65遺
跡)一J(財)千葉県文化財センター

9 宮重行・新田浩三他 1994 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書四 取香和田戸遺跡(空港No.60遺跡)J
(財)千葉県文化財センター

10 新田浩三他 1988 r東関東自動車道埋蔵文化財調査報告書N-佐原地区 (1) -.1 (財)千葉県文化財センタ

11 永塚俊司 20∞「細石刃文化期の遺物分布と集落一下総台地(空港予定地内)の事例一Jr槍先形尖頭器文化
期の集落と武井遺跡』予稿集 笠懸野岩宿文化資料館

12 森本和男 1992 1コンピュータによる細石器遺跡の分析Jr研究連絡誌J34 (財)千葉県文化財センター
永塚俊司 2000 129 新東京国際空港予定地内遺跡群Jr千葉県の歴史 資料編考古川(財)千葉県資料研究
財団

13 西野元他 1971 r三里塚新東京国際空港用地内の考古学的調査.1(財)千葉県北総公社
14 宮重行・池田大助・野口行雄他 1981 r木の根.1(財)千葉県文化財センター
15 永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書XN一一鍬田甚兵衛山西遺跡(空港No.16遺
跡) -.1 (財)千葉県文化財センター

16 永塚俊司他 2001 r新東京国際空港埋蔵文化財発掘調査報告書X羽一十余三稲荷峰束遺跡(空港No.66遺
跡) -J (財)千葉県文化財センター
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かやましんでんやすどだい きんぷぐんしばやままちか

香山新田安戸台山武郡芝..-'<'山町どだ香い 12409 i 026 135度 140度 19910401I 18.000rrl 新東京国際空
遺跡(空港ぬ9 日新苗字妄戸台 46分 24分 -0830 港建設に伴う

遺跡) 1128.1他 00秒 22秒 事前調査
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取香和田戸遺跡 包蔵地 1815"要一一一一一一一一一一一一一一一一一一一週五型烹煮に削第一一一一一一一一一一一一一一一一一一
(空港Na60遺跡) 縄文早期遺物包含層 撚糸文土器，磨製石斧
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